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暦
の
上
で
は
２
月
４
日
の
立
春
を
境

に
、
季
節
が
春
に
変
わ
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
立
春
か

ら
15
日
目
に
あ
た
る
日
を
雨
水
と
い
い
、

こ
の
日
に
雛
人
形
を
飾
る
と
子
宝
な
ど
の

良
縁
に
恵
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
に
お
い
て
は
、
地
温
が
上
昇
す

る
と
根
の
伸
長
が
始
ま
り
、
養
分
の
吸
収

も
多
く
な
り
ま
す
。一方
で
、
冬
場
に
蓄

え
ら
れ
た
栄
養
分
や
甘
味
は
少
な
く
な

り
冬
野
菜
は
品
質
が
悪
く
な
り
が
ち
で

す
。
大
根
や
白
菜
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野

菜
は
花
芽
の
分
化
が
始
ま
る
の
で
、
冬

野
菜
の
収
穫
が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は

早
め
の
収
穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
堆
肥
な
ど
の
土

壌
改
良
材
を
畑
に
入
れ
る
な
ど
、
土
づ

く
り
を
し
て
種
ま
き
や
植
え
付
け
の
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

MIRAIRO

SAIJIKI

み
ら
い
ろ

歳
時
記

02…みらいろ歳時記
03…若き農業者紹介コーナー　次代の仲間
04…ニュース
06…特集1　平成30年産米に向けた取り組みについて
08…特集2　安心して暮らせる地域へ地域見守り活動はじまりました
10…みらいろトピックス
　　 福島地区、伊達地区、安達地区、そうま地区
18…気の向くままに散歩道　おでかけ　みらいろーど
20…所得アップ実践農家の取り組みを紹介　農業人
22…農の達人栽培講座
� ～リンゴ整枝・せん定のポイント～
25…ＪＡの農業振興支援事業を活用　農業所得アップ優良事例紹介
26…地域の営農集団紹介
27…輝きを未来へ　福島明成高校
28…女性部活動紹介
30…ベジフルみらいろキッチン
31…元気にすくすく　みらいっ子
32…よくわかる福大農学系学部設置について
33…健康コラム
34…みらいろ作品展
36…ＪＡからのお知らせ
40…農のある風景

【表紙のウラ話】
　今回の表紙はそうま地区
青年連盟鹿島支部の皆さん!
（3名ほどJA職員が混ざっ
ています）毎年、新年早々
に開催される「スーパーマ
マチャリGP」に参加した
時の集合写真です。澄み
渡った空と富士山を背景に
撮影させて頂きました。朝
日のように見えますが、実
はレース終了後の夕日。皆
さん疲れているのにずっと
立たせたまま写真を50枚ほ
ど撮らせて頂きました。盟
友から「さすがにもういい!」
との声が続出。
　表紙はとても爽やかな写
真に仕上がりましたが逆光
によって半分以上はボツ写
真になり、皆さんの体力を
無駄にしました・・・。
　皆さんご協力ありがとう
ございました!

西内由貴さんのあまりの疲れ顔に
シャッターを押してしまいました。

逆光によりボツ写真になりました。
これでは、誰が誰だか分かりません。

も く じ

　
平
成
12
年
、
21
歳
の
時
に
実
家
の

農
業
の
規
模
が
拡
大
し
た
の
を
機
に

就
農
し
た
桜
井
さ
ん
。
現
在
は
平
成

22
年
に
立
ち
上
げ
た
農
業
生
産
法
人

「
㈱
桜
井
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
」
の
取

締
役
と
し
て
、
主
に
水
稲
と
大
豆
の

生
産
管
理
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
「
自
然
相
手
だ
か

ら
こ
そ
毎
年
同
じ
様
に
な
ら
な
い
難

し
さ
が
あ
る
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

『
四
季
』
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
る
」
と
魅
力
を
感
じ
て
い
る
桜
井

さ
ん
。
生
産
し
た
米
や
大
豆
は
全
量

Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。「
良
い

　3人のお子さんがいる桜井さん。毎朝の日課は小学生の
長女のお見送りです。今年の4月からは次女の幼稚園のお
見送りも始まります。「普段奥さんに育児を任せっきりな
分、忙しい朝の見送りは続けたい」と話していました。

も
の
を
作
っ
て
販
売
す
る
」
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
た
桜
井
さ
ん
の
大
豆
を
使

用
し
て
い
る
加
工
業
者
か
ら
は
、
品

質
の
良
さ
か
ら
高
評
価
を
得
て
い
ま

す
。

　
同
法
人
の
現
在
の
経
営
規
模
は
水

稲
21 

ha
、
大
豆
7 

ha
、
和
牛
繁
殖
の

親
牛
が
65
頭
。
年
々
、
生
産
者
が
減

少
す
る
中
で
、桜
井
さ
ん
は
「
今
後
、

水
稲
と
大
豆
の
規
模
が
増
え
て
い
く

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
地
域
の
担

い
手
と
し
て
出
来
る
範
囲
で
農
地
を

守
り
な
が
ら
、
雇
用
も
生
め
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

常に「地域の担い手」
としての意識を

南相馬市鹿島区　
  桜 井 義 晴 さん

次代
　の仲間

若き農業者紹介コーナー

子どもの見送
り

頑張ります！

取材をした 1月は大豆の選別・調整に大忙しでした

お子さんと一緒に遊ぶ桜井さん

農×

暮
ら
し

農×

暮
ら
し
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NEWS
ニュース

　

当
Ｊ
Ａ
と
福
島
市
は
１
月
17
日
、
平

成
30
年
福
島
市
農
始
祭
を
福
島
市
で
開

き
ま
し
た
。
市
の
農
業
賞
表
彰
式
や
新

春
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
、
今
年
の
豊

作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

農
始
祭
は
農
業
情
勢
を
農
業
関
係
者

で
共
有
し
、
農
業
の
復
興
や
地
産
地
消

拡
大
、
生
産
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

目
的
。
４
回
目
と
な
る
今
年
は
、
Ｊ
Ａ

役
職
員
や
農
業
関
係
者
約
２
３
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

農
業
賞
表
彰
式
で
は
受
賞
者
の
大
宮

篤
司
さ
ん
・
紀
子
さ
ん
ご
夫
妻
、
末
永

喜
広
さ
ん
・
初
子
さ
ん
ご
夫
妻
、
佐
藤

政
義
さ
ん
・
由
紀
子
さ
ん
ご
夫
妻
に
木

幡
浩
市
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
授

与
。
受
賞
者
が
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
を
述
べ ▲謝辞を述べる表彰者

▲豊作を願いもちつきを行う関係者

▲活気よく行われた初セリ

NEWS�1
さ
ら
な
る
飛
躍
誓
う

福
島
市
農
始
祭

NEWS�3
内
部
監
査
開
始

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証

取
得
に
向
け
加
速

最
高
価
格
は

１
３
４
万
円

ま
し
た
。

　

新
春
交
歓
会
で
は
菅
野
孝
志
組
合
長

が
「
復
興
再
生
に
は
農
業
、
加
工
業
、

流
通
業
な
ど
が
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
」

と
あ
い
さ
つ
。
情
勢
報
告
で
は
市
内
の

農
道
航
空
「
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
」

の
取
り
組
み
や
東
南
ア
ジ
ア
で
の
青
果

物
販
売
促
進
活
動
に
つ
い
て
担
当
者
が

説
明
後
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
市
に
寄
付
金
を

贈
呈
。
子
ど
も
向
け
教
材
を
市
と
川
俣

町
に
寄
付
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年

の
豊
作
を
願
い
関
係
者
が
も
ち
つ
き
を

行
い
、
福
島
大
学
の
中
井
勝
己
学
長
の

発
声
で
乾
杯
。
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
地

元
農
産
物
を
使
用
し
た
料
理
な
ど
を
味

わ
い
な
が
ら
お
互
い
の
懇
親
を
深
め
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
１
月
23
日
、
首
相
官
邸
を

表
敬
訪
問
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
に
あ
ん
ぽ
柿
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
内

堀
雅
雄
県
知
事
や
Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会
の

大
橋
信
夫
会
長
、
当
Ｊ
Ａ
の
菅
野
孝
志

組
合
長
、
あ
ん
ぽ
柿
生
産
部
会
の
宍
戸

里
司
部
会
長
な
ど
が
同
席
し
、
あ
ん
ぽ

柿
生
産
の
現
状
を
説
明
し
な
が
ら
美
味

し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

あ
ん
ぽ
柿
の
贈
呈
は
昨
年
も
実
施
し

て
い
て
、
安
倍
総
理
大
臣
は
「
昨
年
も

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
」
と
笑
顔
で ▲あんぽ柿を受け取る安倍総理（中央右）

▲美味しさを実感した試食

NEWS�4
「
や
さ
し
い
甘
さ
」
と
好
評

安
倍
総
理
に
あ
ん
ぽ
柿
贈
呈

歓
迎
し
、
実
際
に
あ
ん
ぽ
柿
を
試
食
す

る
と
「
や
さ
し
い
甘
さ
で
美
味
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

歓
談
の
時
間
で
は
、
宍
戸
部
会
長
が

現
場
の
様
子
や
震
災
後
か
ら
の
経
緯
を

話
し
、
菅
野
組
合
長
が
「
も
う
少
し
で

震
災
前
の
水
準
に
戻
る
。
価
格
が
元
に

戻
る
よ
う
応
援
し
て
欲
し
い
」
と
お
願

い
を
し
ま
し
た
。

　

表
敬
訪
問
後
の
取
材
で
、
宍
戸
部
会

長
は
「
生
産
者
と
し
て
、
安
倍
総
理
大

臣
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
『
美
味
し
い
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
は
励
み
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
美
味
し
い
も
の

を
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲豪華賞品がもらえる抽選会

▲大盛況の歳末感謝祭

NEWS�5
歳
末
感
謝
祭
・
初
売
り

年
末
年
始
の
直
売
所
大
賑
わ
い

　

当
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
12
店
舗
で
年
末
年
始

に
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
た
イ
ベ
ン
ト
や

セ
ー
ル
を
行
い
、
多
く
の
来
店
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
の
「
旬
の
ひ
ろ
ば
」
と
「
ふ

れ
あ
い
旬
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
12
月
27
、
28

日
に
歳
末
感
謝
祭
を
行
い
、
県
内
産
サ
ン

ふ
じ
な
ど
を
特
別
価
格
で
販
売
。
開
店
前

か
ら
長
蛇
の
列
が
出
来
る
程
で
し
た
。

　

年
明
け
の
初
売
り
は
、
そ
う
ま
地
区

が
4
日
、
福
島
地
区
の
「
こ
こ
ら
」・

伊
達
地
区
の
「
み
ら
い
百
彩
館
ん
め
～

べ
」・
安
達
地
区
の
「
こ
ら
ん
し
ょ
市
」

が
5
日
で
、
売
り
場
で
は
甘
酒
振
る
舞

い
、
福
袋
販
売
、
抽
選
会
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

ん
め
～
べ
の
福
袋
は
開
店
10
分
で
売

り
切
れ
て
し
ま
う
程
人
気
で
、
ま
た
、

抽
選
会
で
は
「
抽
選
番
号
を
合
わ
せ
る

の
が
楽
し
い
」
と
多
く
の
来
店
客
が
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

平
成
32
年
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
食
材
の
提
供
を

契
機
に
風
評
払
拭
を
図
り
「
安
全
・
安

心
」
を
日
本
、
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
す
べ

く
、
そ
の
提
供
基
準
で
あ
る
第
三
者
認

証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を
目
指
し
平
成
29
年

度
よ
り
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

も
も
・
な
し
・
果
樹
Ｇ
Ａ
Ｐ
部
会
は

3
月
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
審
査
へ
向

け
、
1
月
18
日
か
ら
内
部
監
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。
内
部
監
査
員
の
資
格
を
持

つ
営
農
指
導
員
が
現
地
で
、
農
場
が
遵

守
す
べ
き
ル
ー
ル
や
必
要
書
類
、肥
料
・

農
薬
の
保
管
状
況
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
内
部
監
査
は
、
も
も
26
農
場
、
な

し
7
農
場
、
果
樹
26
農
場
で
2
月
中
旬

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

き
ゅ
う
り
・
蔬
菜
・
水
稲
Ｇ
Ａ
Ｐ
部

会
は
6
月
の
審
査
に
向
け
て
進
め
て
い

ま
す
。

NEWS�2
家
畜
市
場
で
初
セ
リ

　

Ｊ
Ａ
全
農
福
島
は
１
月
16
、
17

日
、
本
宮
市
の
県
家
畜
市
場
で
平
成

30
年
度
和
子
牛
の
初
セ
リ
を
開
き
ま

し
た
。
２
日
間
で
７
８
０
頭
が
上
場

し
、
去
勢
と
雌
を
併
せ
た
平
均
価
格
は

７
６
万
７
３
０
０
円
で
、
最
高
価
格
は

１
３
４
万
５
６
８
０
円
で
し
た
。

　

大
橋
信
夫
運
営
委
員
会
長
は
「
福
島

ブ
ラ
ン
ド
の
復
活
に
向
け
、
粘
り
強
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
和
子
牛

１
６
７
頭
が
上
場
し
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
和
牛
成
牛
の
初
セ
リ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▲来店客は甘酒で体を温めました

▲�福袋を受け取る
来店客

▲�書類を入念にチェック
する内部監査員

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス
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平
成
30
年
産
米
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
　

　
～
平
成
30
年
産
米
か
ら
の
生
産
目
標
数
量
配
分
の
廃
止
へ
の
対
策
～ 

特 集
1

　皆さんもご存じの通り、平成30年産米から国の生産目標数量の配分が廃止され、
生産者や集荷業者・団体が中心となって需要に応じた生産を行う、「国指導から産地
主導へ」と大きく転換します。このようななかで、29年産米で到達した米価の維持
による生産者所得の確保のため、県・各市町村地域再生協議会と連携し引き続き生産
調整に取り組みます。
　平成30年産米の需要見通しは735万ｔ（前年度同様）です。今後、各地域再生協議
会で示される「生産数量（面積）の目安」をふまえ需要に応じた米生産の取り組みを
推進します。

≪需要に応じた米生産の継続を推進します≫
【主食用米】
　①「生産数量（面積）の目安」にもとづく需要に応じた主食用米生産を推進します。
　②�生産者との複数年契約により集荷数量・集荷率の拡大をおこない、安定した販売先に
よる農家所得の安定確保を図ります。

　③�品種構成の転換による業務用需要への対応拡大を図ります。
　　※�営農再開地域においては、「生産数量の目安」にもとづき主食用米の生産再開を推進

します。
【非主食用米】
　①飼料用米については、多収性品種導入と収量向上、作付けの定着をはかります。
　②備蓄米の継続的な取り組みを行います。
　③加工用米及び輸出米の取り込み検討します。

≪平成30年産米からの複数年契約について≫
　生産者の所得安定確保を図るため平成30年度複数年契約米（平成30年産・31年産・32年産の
３ケ年）の複数年契約米の出荷契約をおこないます。
契約内容　
①3年間の複数年出荷委託契約とし作付面積に基づく数量契約とします。
②期間中の買入時に支払う概算金の最低保証単価（1等・１俵：60kg・税込）は
　　◎天のつぶ：11,000円/俵　　◎コシヒカリ：12,000円/俵
　　◎ひとめぼれ：11,000円/俵
③農産物検査を受検し、3等以上の規格とし、等級間格差は共計米価格差とします。
④出荷契約金を契約数量に応じて共計米に準じて支払うことができるものとします。
⑤年産毎に販売終了後、複数年契約分のみの共同精算をおこないます。
⑥買入時の概算金単価については、別途設定します。

【参考資料】≪買入時概算金　イメージ　（天のつぶ　１等・１俵：60kg・税込）≫

※調整金額については、支払可能範囲での追加調整となります。

契約条件　　
①品種：天のつぶ、コシヒカリ、ひとめぼれ
②契約面積：50a以上　（ただし、ひとめぼれは30a以上）
③生産調整取組者
契約受付期間・場所	 平成30年3月31日まで、各営農センターで行います。
お問い合わせ先		 各営農センターへお願いいたします。

福島県全体の制度別・用途別作付計画　
� 単位：ha

区分 平成29年産実績 平成30年産計画 平成30年産計画
〜平成29年産実績

主食用米 59,900 59,300 ▲600

非主食用米

飼料用米 5,839 6,800 961
備蓄米 3,818 3,800 ▲18

加工用米 281 320 39
WCS 1,122 1,100 ▲22
その他 40 80 40

計 11,100 12,100 1,000
全水稲作付面積 71.000 71.400 400

（注）平成30年産主食用米計画は「目安」（面積）
※県全体として、水稲以外にも、麦・大豆、園芸作物への転換を推進します。

一般概算金が最低保証価格を上回った場合

買入時概算金額

一般概算金が最低保証価格を下回った場合

買入時概算金額
一般米 複数年契約米

12,000円／俵
12,000円／俵

保証額11,000円+調整1,000円

一般米 複数年契約米

10,000円／俵 11,000円／俵

一般米概算金
12,000円/俵 一般概算金

10,000円/俵

追加調整1,000円/俵

最低保証価格
11,000円/俵

最低保証価格
11,000円/俵

Qいよいよ平成 30年産がはじまるね！
平成 30年からは「生産数量目標」がなく
なるって聞いたけど、「主食用米」を自由
に生産してもいいのかな？

平成26年産と平成29年産の米
価を比較すると、60㎏あたり、
3,000円以上上昇しています。
これは需要に応じて主食用米の
削減に取り組んだ結果です。
平成30年産では国の「生産数量
目標」はなくなりますが、協議会
から「目安」を提供します。決し
て減反廃止ではありません。

A

14,000

単位：円／60㎏（税込）

12,000

10,000 10,718

12,061

13,789

平成
26年産

平成
27年産

平成
28年産

平成
29年産

■福島県全体の米価動向

（注）農林水産省公表資料にもとづき県協議会が試算

地
域
協
議
会
担
当

米
吉
さ
ん

生
産
者

米
男
さ
ん

特
集

特
集
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地
域
見
守
り
活
動
は
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
組

合
員
宅
や
利
用
者
宅
を
訪
問
時
、
高
齢
者

や
障
害
者
、
子
ど
も
な
ど
の
見
守
り
に
努

め
る
取
り
組
み
で
す
。
訪
問
時
に
郵
便
受

け
に
新
聞
や
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い
る
な

ど
の
異
変
が
あ
っ
た
場
合
、
行
政
機
関
に

連
絡
し
事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
す
。
緊
急
の
場
合
は
警
察
や
消
防
に
連

絡
し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
へ
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

日
本
は
超
高
齢
社
会
を
迎

え
年
々
高
齢
者
の
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い

認
知
症
に
な
る
方
も
増
加
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

Ｊ
Ａ
で
は
認
知
症
の
方
へ
の

正
し
い
対
応
や
知
識
を
つ
け

る
た
め
全
職
員
を
対
象
に
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
き
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
認
知
症
の
方
へ

は
思
い
や
り
を
持
っ
た
対
応

が
必
要
で
す
。
笑
顔
で
優
し

く
声
を
か
け
、
相
手
の
返
事

を
待
ち
、「
あ
り
が
と
う
」

や
「
そ
う
で
す
ね
」
な
ど
感

謝
や
共
感
す
る
言
葉
を
使
う

よ
う
に
心
が
け
、
相
手
の
自

尊
心
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

・
訪
問
宅
や
周
辺
の
異
常
状
況
等
の
確
認

・
来
店
時
の
状
況
確
認

　
（
振
込
め
詐
欺
未
然
防
止
）

・
不
法
投
棄
の
監
視
・
情
報
提
供

・
認
知
症
の
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

 （
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
格
取
得
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
へ

『
地
域
見
守
り
活
動
』は
じ
ま
り
ま
し
た

地
域
見
守
り
活
動
と
は

高
齢
者
・
認
知
症

の
方
へ
の
見
守
り

活
動
の
内
容

特 集
2

　

地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
当

Ｊ
Ａ
は
、高
齢
者
や
障
害
者
、子
ど
も
な
ど
の
日
常
生
活
を
見
守
る「
地

域
見
守
り
活
動
」
に
全
役
職
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、地
域
一
丸
と
な
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「JAふくしま未来地域見守り活動」連携フロー図

見守りのポイント
・ �定期的に支店、営農センター、資材店等を利用していたが、しば

らく来店がない。
・ �訪問時はいつも玄関に出てくるのに、玄関に施錠もなく呼び出し

ても応答がない。
・ 郵便受けに新聞や郵便物がたまっている。
・ �日中にもかかわらず外灯が点灯したままになっていたり、日没後

でもカーテンが閉められておらず、人影も確認できない。
・ �頻繁に罵声が聞こえたり、物を投げる音がするなど、虐待、暴行

を受けているおそれがあると思われたとき。
・ 対象者にいつも不自然な傷や痣（あざ）がある。
・ 服装が不自然なまま外出している。
・ 最近、顔色も悪く、やせてきたように見える。
・ �普段、見慣れない人物が、客観的に見て不審と思われる行動をし

ている。
・�上記に限らず、性別年齢を問わず様子がおかしいと感じたときは、

連絡する。

◎緊急の場合
　（生命の危機等）

所属長・上席者

地区本部・本店

自治体の担当部署

警察110番 消防・救急119番

連絡
連絡

連絡

報告

異変が見られた場合の連絡先一覧

地域見守り協定締結市町村一覧表

管内12市町村と地域見守り協定締結

もし、あなたの周りで右記のような異変等が見られた場合は、下記の市町村受付窓口への連絡をお願いいたします。

　見守り体制の充実を図るため当ＪＡは、11月6日から12月中旬まで各市町村で地域見守り協定締結式を開き、地域
見守り協定を結びました。

市町村名 受付窓口 TEL FAX 備考

福島市
長寿福祉課

地域包括ケア推進室
024-529-5064 024-526-3678 時間外

代表024-535-1111
川俣町 保健福祉課 024-566-2111 024-566-2438

伊達市

高齢福祉課 024-575-1125 024-576-7199 高齢者関係等
社会福祉課 024-575-1274 024-576-7199 障がい者関係等
学校教育課 024-577-3249 024-577-7203 子どもの保護関係

こども支援課 024-577-3202 024-577-3286 子ども虐待等
桑折町 保健福祉課 024-582-1134 024-582-1180
国見町 保健福祉課 024-585-2793 024-585-2181

二本松市
高齢福祉課 0243-55-5114 0243-22-1547 高齢者関係等

福祉課 0243-55-5113 0243-22-1547 障がい者関係等
学校教育課 0243-55-5152 0243-22-3147 子ども関係等

本宮市 社会福祉課 0243-24-5371 0243-34-3138
大玉村 健康福祉課 0243-24-8115 0243-48-3137
相馬市 健康福祉課 0244-37-2174 0244-37-2162

南相馬市 社会福祉課 0244-24-5243 0244-24-5740 時間外
警備室0244-37-2195

新地町 総務課 0244-62-2111 0244-62-3194
飯舘村 住民課 0244-42-1618 0244-42-1600

締結日 市町村名 場所
H29.11.6 二本松市 二本松市役所
H29.11.7 伊達市 伊達市役所
H29.11.7 桑折町 桑折町役場
H29.11.7 国見町 国見町役場
H29.11.8 大玉村 大玉村役場
H29.11.16 南相馬市 南相馬市役所
H29.11.21 新地町 新地町役場
H29.11.29 本宮市 当ＪＡ本宮支店
H29.12.4 相馬市 相馬市役所
H29.12.4 川俣町 川俣町役場
H29.12.7 飯舘村 飯舘村役場

H29.12.18 福島市
※�市長改選のため、協

定書の取り交わしの
み行いました。

協定書を交わした髙橋宣博桑折
町長（左）と安彦慶一専務

協定書を交わした高松義行本宮
市長（右）と菅野組合長

協定書を交わした佐藤金正川俣町長
（右）と永澤信弘福島地区担当常務

協定書を交わした太田久雄国見
町長（右）と安彦専務

協定書を交わした立谷秀清相馬
市長（右）と今村秀身専務

協定書を交わした菅野典雄飯舘村長
（中央右）と半谷善弘常務（中央左）

協定書を交わした押山利一大玉
村長（右）と菅野孝志組合長

協定書を交わした加藤憲郎新地
町長（左）と菅野組合長

特
集

特
集
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た
「
日
本
一

明
る
い
ハ
ウ

ス
」の
中
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
っ

て
生
育
に
適

し
た
環
境
に

整
え
ら
れ
て

い
て
、「
高

糖
度
」「
減

農
薬
」
な
ど

の
目
的
別
に
ト
マ
ト
の
栽
培
実
証
試
験
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
し
た
会
員
の
皆

さ
ん
は
、
ト
マ
ト
パ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
開
設
し
た
「
ぽ
ん
ぽ
こ
」

で
は
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
「
売
り
上
げ
ベ

ス
ト
20
」
や
「
仕
入
ラ
ン
キ
ン
グ
」
な
ど

の
紙
を
貼
り
だ
し
て
生
産
者
の
生
産
意
欲

向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
工
夫
な
ど
の
説
明

を
、
自
分
た
ち
の
直
売
所
の
運
営
と
比
較

し
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
役
員
は
「
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
。
直
売
所
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向

け
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
月
恒
例
の
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
料

理
教
室
を
１
月
18
日
に
、
福
島
市
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｚ
で

実
施
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
黒
豆
と
昆

布
入
り
ご
飯
、大
豆
と
手
羽
先
の
煮
物
、

あ
お
ば
た
豆
と
り
ん
ご
の
サ
ラ
ダ
、
牛

乳
呉
汁
の
4
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

豆
は
、
炭
水
化
物
（
糖
質
）、
た
ん

ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
等
の

栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
お
り
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
優
れ
た
食
品
で

す
。

　

参
加
者
は
、「
全
メ
ニ
ュ
ー
豆
が
使

用
さ
れ
て
い
て
も
、
固
さ
や
種
類
が
違

う
の
で
、
4
品
の
豆
料
理
を
楽
し
め
た
」

「
豆
料
理
が
こ
ん
な
に
美
味
し
く
、
手

軽
に
で
き
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」「
豆

料
理
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
せ
て

良
か
っ
た
。

さ
っ
そ
く
家

で
作
っ
て
み

ま
す
」
と
め

ず
ら
し
い
豆

料
理
に
満
足

し
て
い
ま
し

た
。

▲興味津々の参加者

栄
養
満
点
！
豆
づ
く
し

料
理
に
ビ
ッ
ク
リ
！

Ａ
Ｏ
Ｚ
料
理
教
室

　

福
島
市
笹
谷
の

高
田
信
子
さ
ん
は

４
年
前
か
ら
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
づ
く

り
に
熱
中
し
て
い

ま
す
。
農
閑
期
な

ど
農
作
業
が
で
き

な
い
日
に
、
自
宅

の
作
業
部
屋
で
作

品
づ
く
り
に
没

頭
。
作
品
は
展
示

会
に
も
出
品
し
て

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
夢
中
！

笹
谷
の
高
田
信
子
さ
ん

　

福
島
市
松

川
町
の
加
藤

ト
シ
さ
ん
が

1
月
10
日
に

１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎

え
た
た
め
、

当
Ｊ
Ａ
は
同

日
、
長
寿
祝

い
を
特
別
養

護
老
人
ホ
ー

ム
「
ロ
ン
グ
・
ラ
イ
フ
」
で
行
い
ま
し

た
。
松
川
支
店
の
丹
治
基
春
支
店
長
が

感
謝
状
、
年
金
友
の
会
水
原
支
部
の
安

斎
康
勝
支
部
長
が
記
念
品
を
ト
シ
さ
ん

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
内
閣
総
理
大
臣
賀
寿
と

県
・
市
の
賀
寿
贈
呈
も
同
時
に
行
っ
た

た
め
、
ト
シ
さ
ん
は
「
こ
ん
な
に
大
々

的
に
や
っ
て
く
れ
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
朝
、
新
聞
を
読
ん
で
規
則
正
し
い

生
活
を
心
掛
け
て
い
る
ト
シ
さ
ん
は
、

手
先
が
器
用
で
よ
く
折
り
紙
で
作
品
を

つ
く
り
ま
す
。ご
家
族
の
皆
さ
ん
は「
楽

し
み
な
が
ら
一
日
で
も
長
生
き
し
て
ね
」

と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

▲みんなにお祝いされて嬉しそうなトシさん（中央）

加
藤
ト
シ
さ
ん（
松
川
）

の
１
０
０
歳
祝
う

年
金
友
の
会
長
寿
祝
い

　

昨
年
6
月
に
実
か
ら
直
接
葉
っ
ぱ
が
生
え
て

い
る
不
思
議
な
キ
ュ
ウ
リ
を
収
穫
し
た
福
島
市

渡
利
の
菊
地
美
枝
子
さ
ん
が
、
今
回
は
足
が
生

え
た
よ
う
な
お
ば
け
大
根
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
の
は
12
月
21
日
。
大
根
の
首
が
丁

度
い
い
太
さ
に
育
っ
て
い
た

た
め
引
き
抜
く
と
、
先
が
3

又
以
上
に
割
れ
た
大
根
が
収

穫
で
き
ま
し
た
。

　

美
枝
子
さ
ん
は
「
変
わ
っ

た
大
根
で
し
ょ
？
ぷ
っ
く
り

し
て
い
て
か
わ
い
い
よ
」
と

話
し
ま
し
た
。
キ
ュ
ウ
リ
の

時
と
同
じ
よ
う
に
、
お
孫
さ

ん
に
見
せ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

▲�おもしろ野菜の収穫を楽しみにしている
美枝子さん

今
度
は

お
ば
け
大
根
！

渡
利
の
菊
地
美
枝
子
さ
ん

　

農
産
物
直
売
所
運
営
委
員
会
の
役
員

な
ど
12
人
が
1
月
17
日
と
18
日
、
栃
木

県
と
群
馬
県
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

㈱
誠
和
の
ト
マ
ト
パ
ー
ク
で
は
日
本
最

高
峰
の
ト
マ
ト
栽
培
に
理
解
を
深
め
、

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
の
農
産
物
直
売
所
「
ぽ

ん
ぽ
こ
」
で
は
生
産
者
の
栽
培
・
出
荷

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
を
学

び
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
パ
ー
ク
は
平
成
28
年
8
月
に

開
業
し
た
生
産
・
研
究
・
情
報
発
信
を

目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
最
先
端
の
資

材
を
使
い
光
の
透
過
性
を
格
段
に
あ
げ

　

福
島
市
園
芸
農
産
振
興
会
は
1
月
19

日
、
福
島
市
内
の
園
地
で
お
う
と
う
の
剪

定
講
習
会
を
開
き
、
生
産
者
約
50
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
青
森
県
の
留
長
果
樹
園
園

主
の
留
目
英
樹
さ
ん
が
実
技
を
交
え
な
が

ら
、
大
玉
生
産
に
向
け
た
摘
蕾
の
仕
方
や

樹
勢
回
復
の
た
め
の
剪
定
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
説
明
。
高
品
質
な
お
う
と
う
生
産
に

向
け
て
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
に
は
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究

▲研修に参加した皆さん

▲トマトパークの施設を見学

▲留目さんの実技を見つめる参加者

▲参加者が見つめる中剪定する佐藤職員

先
進
農
業
と
画
期
的
な
直
売
所
の

取
り
組
み
学
ぶ

高
品
質
出
荷
に
向
け
て
剪
定
は
じ
ま
る

直
売
所
運
営
委
員
会
役
員
研
修

講
習
会・セ
ミ
ナ
ー
各
地
で

所
場
内
で
桃
の
「
は
つ
ひ
め
・
さ

く
ら
白
桃
」
の
剪
定
講
習
会
も
行

い
、
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

23
日
に
は
市
内
の
畑
で
毎
年
恒

例
の
り
ん
ご
低
樹
高
化
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
、
１
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
講
師
の
当
Ｊ
Ａ
営
農
部
園

芸
課
の
佐
藤
宏
一
職
員
が
実
技
を

交
え
て
剪
定
の
方
法
を
指
導
し
、

生
産
者
は
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る

剪
定
に
向
け
て
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
道
の
駅
「
安
達
」

に
立
ち
寄
っ
た
際
に
た
ま
た
ま
開
催

し
て
い
た
展
示
会
を
見
た
こ
と
。
感

動
し
た
信
子
さ
ん
は
す
ぐ
に
、
主
催

者
で
あ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
の

千
代
豊
子
さ
ん
に
連
絡
し
、
現
在
は

教
室
に
通
い
な
が
ら
、
自
宅
で
作
品

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
額
の
素
材

や
ガ
ラ
ス
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、

作
品
は
「
も
っ
た
い
な
く
て
手
放
せ

な
い
」
と
の
こ
と
。

　

信
子
さ
ん
は
「
大
変
な
分
出
来
上

が
っ
た
と
き
は
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
、
農
作
業
の
合
間
の
楽
し
み
と
し

て
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲�自慢の作品を紹介する信子さん

地
域
面

地
域
面
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▲善太郎さんを囲んでの記念写真 ▲受賞式で表彰される受講生

▲感謝状を受け取る萩原常務（右）

▲各メーカーなどのブースが並びました

▲楽しそうにカップ寿司を盛り付ける園児

▲多くの生産者が参加した講演会

▲�あんぽ柿をＰＲ
する安彦専務▲新作の振り袖を試着する来場者

三
浦
善
太
郎
さ
ん

１
０
０
歳
長
寿
祝
う

感
謝
状
や
記
念
品
贈
呈

受
講
生
15
人
に

修
了
証
交
付

伊
達
地
区
農
業
塾
閉
講
式

交
通
安
全
運
動

協
力
で
表
彰

伊
達
警
察
署
か
ら
感
謝
状

農
業
資
材
各
種
を

一
堂
に
展
示

農
業
資
材
商
品
説
明
会

親
子
で

楽
し
く「
食
農
」学
ぶ

保
原
幼
稚
園
で
食
農
教
室

多
く
の
生
産
者
が

栽
培
管
理
学
ぶ

梁
川
き
ゅ
う
り
講
演
会

特
産
の
あ
ん
ぽ
柿
を

首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ

大
田
市
場
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

新
作
の
振
り
袖
な
ど

色
鮮
や
か
に

き
も
の
発
表
会
開
催

　

伊
達
地
区
本
部
と
年
金
友
の
会
は
1

月
17
日
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

た
、
伊
達
市
梁
川
町
の
三
浦
善
太
郎
さ

ん
宅
で
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
萩
原
嘉
昭
伊
達
地
区

担
当
常
務
、
三
浦
利
夫
年
金
共
の
会
白

根
支
部
長
、
紺
野
和
之
梁
川
総
合
支
店

代
表
支
店
長
、
引
地
正
人
白
根
支
店
長

が
出
席
。
感
謝
状
や
記
念
品
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

善
太
郎
さ
ん
は
元
気
の
秘
訣
に
つ
い

て
、「
畑
仕
事
を
す
る
こ
と
と
、
好
き

嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
5
月
に
開
講
し
た
伊
達
地
区
農

業
塾
が
全
6
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終

え
、
閉
講
式
を
12
月
18
日
、
伊
達
地
区

本
部
で
開
き
ま
し
た
。桃
コ
ー
ス
・
き
ゅ

う
り
コ
ー
ス
併
せ
て
修
了
し
た
15
人
に

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
原
嘉
昭
伊
達
地
区
担
当
常
務
が
一

人
ひ
と
り
に
修
了
証
を
手
渡
し
、「
桃

と
き
ゅ
う
り
は
伊
達
地
区
で
メ
イ
ン
と

な
る
農
作
物
。
今
回
取
得
し
た
技
術
を

活
か
し
て
、
将
来
農
業
の
担
い
手
に

な
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま

す
。」
と
農
業
塾
を
受
講
し
た
受
講
生

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

伊
達
警
察
署
で
12
月
25
日
、
交
通
安

全
運
動
等
に
協
力
の
あ
っ
た
、
団
体
・

個
人
を
表
彰
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
開

か
れ
、
伊
達
地
区
本
部
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
回
の
感
謝
状
贈
呈
式
に
は
、
伊
達

市
内
か
ら
団
体
の
部
で
12
団
体
、
個
人

の
部
で
12
人
が
出
席
。
伊
達
地
区
本
部

か
ら
は
萩
原
嘉
昭
伊
達
地
区
担
当
常
務

が
出
席
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
井
上
俊

彦
伊
達
警
察
署
長
が
「
伊
達
市
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
の
確
保
に
、
今
後
も

皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

伊
達
地
区
は
、
各
種
農
業
資
材
を
一

堂
に
集
め
た
「
平
成
30
年
農
業
資
材
商

品
説
明
会
」
を
1
月
25
・
26
日
、
伊
達

市
ふ
る
さ
と
会
館
Ｍ
Ｄ
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

き
、
協
賛
す
る
メ
ー
カ
ー
や
企
業
が
さ

ま
ざ
ま
な
農
業
資
材
を
出
展
。
管
内
の

生
産
者
ら
が
来
場
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
各
ブ
ー
ス
に
は
、
農
業
生
産

に
欠
か
せ
な
い
、
肥
料
や
農
薬
、
生
産

資
材
、
出
荷
資
材
な
ど
、
農
業
資
材
を

数
多
く
展
示
し
、
協
賛
55
社
の
各
ス

タ
ッ
フ
が
、
使
用
方
法
な
ど
を
詳
し
く

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
主
要
作
物
の

栽
培
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
達
市
保
原
幼
稚
園
で
1
月
19
日
、

「
親
子
食
農
教
室
」
が
開
か
れ
、
園
児

と
保
護
者
ら
２
６
０
人
が
参
加
し
、
Ｊ

Ａ
伊
達
地
区
の
ベ
ジ
フ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

料
理
で
は
、
地
場
産
の
野
菜
を
使
っ

た
「
カ
ッ
プ
寿
司
」
作
り
に
親
子
で
挑

戦
し
ま
し
た
。
地
元
で
採
れ
た
お
米
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、卵
な
ど
の
食
材
を
使
っ

て
、
思
い
思
い
に
盛
り
付
け
を
楽
し
み

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
カ
ッ
プ
寿
司

で
、
全
員
で
会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

調
理
の
ほ
か
、「
野
菜
の
お
話
」
も

行
わ
れ
、
水
に
浮
く
野
菜
・
沈
む
野
菜

の
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は

興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

き
ゅ
う
り
の
品
質
向
上
や
生
産
拡
大

に
向
け
、
き
ゅ
う
り
生
産
部
会
伊
達
地

区
梁
川
支
部
は
1
月
22
日
、「
き
ゅ
う

り
栽
培
講
演
会
・
資
材
説
明
会
」
を
伊

達
市
の
梁
川
中
央
交
流
館
で
開
き
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
熱
心
に
栽
培
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

橘
一
郎
同
支
部
長
は
、「
こ
の
講
演
・

説
明
会
で
、
栽
培
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
、

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
品
質
向
上
と
生
産
量

拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

講
演
会
で
は
、
㈱
と
き
わ
研
究
場
の
小

田
耕
司
社
長
が
「
耐
病
性
品
種
の
特
性

と
管
理
方
法
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
ほ

か
、
資
材
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
商
品
説
明

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
と
伊
達
市
・
桑
折
町
・
国
見
町

な
ど
で
組
織
す
る
伊
達
地
域
農
業
振
興

協
議
会
は
12
月
12
・
13
日
、
東
京
都
大

田
区
の
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
で
伊
達

地
区
特
産
の
あ
ん
ぽ
柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
田
市
場
内
の
東
京
青
果
㈱
の
協
力

で
マ
ン
モ
ス
競
売
台
前
で
開
催
し
た
催

し
に
は
仁
志
田
昇
司
伊
達
市
長
や
髙
橋

宣
博
桑
折
町
長
、
佐
藤
弘
利
国
見
副
町

長
、
安
彦
慶
一
代
表
専
務
、
伊
藤
昌
廣

専
務
、
数
又
清
市
営
農
担
当
常
務
、
萩

原
嘉
昭
伊
達
地
区
担
当
常
務
、
宍
戸
里

司
あ
ん
ぽ
柿
生
産
部
会
長
ら
が
出
席
。

ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
2

人
が
試
食
を
振
る
舞
い
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
市
場
関
係
者
は
「
や
わ
ら
か
く
と

て
も
お
い
し
い
」「
福
島
の
あ
ん
ぽ
柿

が
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
試
食
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
安
彦
専
務
は

「
多
く
の
皆
さ
ん
に
あ
ん
ぽ
柿
を
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
、
販
売
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

伊
達
地
区
で
1
月
20
・
21
日
、
新
作

の
振
り
袖
や
訪
問
着
、
帯
、
各
種
和
装

小
物
な
ど
を
数
多
く
取
り
揃
え
た
「
新

春
京
都
新
作
ブ
ラ
ン
ド
き
も
の
発
表

会
」を
伊
達
市
保
原
町
で
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
色
鮮
や
か
な
１
０
０
点

以
上
の
新
作
振
り
袖
や
訪
問
着
が
並
ん

だ
他
、
母
親
の
思
い
出
の
振
り
袖
を
新

作
同
様
に
蘇
ら
せ
る
仕
立
て
直
し
、
振

り
袖
の
オ
ー
ダ
ー
レ
ン
タ
ル
、
専
属
カ

メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
前
撮
り
撮
影
会
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
級
バ
ッ

ク
フ
ェ
ア
、
人
気
ブ
ラ
ン
ド
ジ
ュ
エ

リ
ー
、
腕
時
計
、
福
袋
の
販
売
な
ど
も

行
わ
れ
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

地
域
面
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約
40
㌧
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

安
達
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
12
月
26

日
、
出
荷
規
格
目
揃
え
会
を
開
き
、
生

産
者
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
目
揃

え
会
で
は
や
さ
い
部
あ
さ
つ
き
部
会
の

佐
藤
喜
平
副
部
会
長
が
「
今
年
も
品
質

の
高
い
あ
さ
つ
き
を
出
荷
し
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

現
物
を
見
な
が
ら
出
荷
規
格
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
さ
つ
き
を
30
㌃
栽
培
す
る
佐
藤
副

部
会
長
は
同
日
、
掘
り
起
こ
し
た
あ
さ

つ
き
を
水
で
洗
い
、
袋
詰
め
な
ど
の
作

業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。「
天
候
が
悪
か
っ

た
の
で
不
安
も
あ
っ
た
が
、
今
年
も
太

い
も
の
が
収
穫
で
き
て
い
る
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
や
二
本
松
市
で
つ
く
る
四
季

の
か
お
り
委
員
会
は
12
月
21
日
、
二
本

松
市
産
の
新
鮮
な
農
産
物
を
詰
め
込
ん

だ
ふ
る
さ
と
二
本
松
「
四
季
の
か
お
り
」

冬
コ
ー
ス
を
全
国
の
会
員
に
発
送
し
ま

し
た
。

　

同
日
、
こ
ら
ん
し
ょ
市
二
本
松
店
で

は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
各
生
産
者
か

ら
集
め
た
農
産
物
を
一
つ
ず
つ
箱
詰
め

し
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
は
新
米
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
や
ご
ぼ
う
、
り
ん
ご
、
長

い
も
、
イ
カ
人
参
な
ど
を
詰
め
込
み
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
生
産
者
は
「
皆
さ
ん
に
二

本
松
の
お
い
し
い
農
産
物
を
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

安
達
地
区
で
は
あ
さ
つ
き
の
出
荷
が

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
10

月
の
天
候
不
順
の
影
響
で
生
育
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
品
質
は
良
好
。
作
業
は
３

月
上
旬
ま
で
続
き
、
県
内
や
仙
台
市
な

ど
に
出
荷
し
ま
す
。

　
同
地
域
で
育
て
ら
れ
る
あ
さ
つ
き
は
、

新
芽
状
で
白
く
太
い
茎
が
特
長
。
同
地

域
で
は
25
戸
の
農
家
が
４
・
３
㌶
作
付

け
し
て
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
今
年
、

　

安
達
地
区
本
部
は
１
月
11
日
、
二
本

松
市
立
石
井
小
学
校
で
食
育
の
授
業
を

実
施
し
、
同
校
の
農
業
ク
ラ
ブ
に
所
属

す
る
児
童
16
人
が
豆
腐
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

豆
腐
作
り
で
は
職
員
が
作
り
方
を
説

明
す
る
と
、
児
童
た
ち
は
大
豆
が
ど
の

よ
う
に
豆
腐
に
な
っ
て
い
く
の
か
興
味

津
々
に
話
し
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
作
業
を
行
い
、
豆
腐
と
お
か
ら
サ

ラ
ダ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
回
材
料

に
使
っ
た
大
豆
は
、
児
童
た
ち
が
一
生

懸
命
育
て
て
収
穫
し
た
大
豆
で
す
。

　

最
後
に
試
食
し
た
生
徒
は
「
お
い
し

い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

安
達
地
区
や
さ
い
部
本
宮
支
部
は
１

月
11
日
、
同
地
区
本
部
で
長
ネ
ギ
品
種

検
討
会
を
開
き
、
生
産
者
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
安
達
農
業
普
及
所
の
普

及
員
が
29
年
度
の
反
省
と
次
年
度
の
対

策
に
つ
い
て
、
ト
キ
タ
種
苗(

株)

の

担
当
者
が
長
ネ
ギ
の
品
種
特
性
に
つ
い

て
説
明
。
ネ
ギ
担
当
の
指
導
員
が
ネ
ギ

栽
培
試
験
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
講
師
の
話
し
を
聞
き
、「
来

年
度
は
天
候
に
合
わ
せ
た
栽
培
管
理
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

二
本
松
市
田
沢
の
三
浦
一
さ
ん
が
１

月
１
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
た
こ
と
を

祝
う
た
め
当
Ｊ
Ａ
は
４
日
、
三
浦
さ
ん

の
自
宅
で
百
歳
賀
寿
感
謝
状
贈
呈
式
を

開
き
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
菅
野
徳
一

郎
安
達
地
区
担
当
常
務
が
感
謝
状
を
、

年
金
友
の
会
岩
代
支
部
の
千
葉
喜
良
支

部
長
が
記
念
品
、
三
瓶
浩
之
岩
代
支
店

長
が
花
束
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

一
さ
ん
は
92
歳
ま
で
バ
イ
ク
に
乗
り
、

田
ん
ぼ
の
土
手
の
草
刈
り
を
行
っ
て

い
た
そ
う
で
、
長
寿
の
秘
訣
は
「
毎

日
お
酒
を
飲
む
こ
と
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

地
域
の
利
用

者
に
季
節
を
感

じ
て
も
ら
お
う

と
東
和
支
店
の

入
り
口
に
１
月

上
旬
か
ら
、
獅

子
頭
と
団
子
さ

し
が
登
場
し
ま

し
た
。

　

こ
の
獅
子
頭

は
組
合
員
さ
ん

が
手
作
り
し
た

も
の
で
す
。
木

材
を
使
い
細
部

ま
で
し
っ
か
り

と
精
巧
に
作
ら

れ
て
お
り
、
と

て
も
迫
力
あ
る

作
品
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

団
子
さ
し
は
支
店
職
員
が
協
力
し
て

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
装
飾
に
は
鯛
の
飾

り
物
や
丸
め
た
団
子
な
ど
を
あ
し
ら
い
、

華
や
か
に
入
り
口
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
は
２
月
中
旬
頃
ま
で
で
す
。

　

安
達
地
区
米
粉
料
理
研
究
会
は
１
月

26
日
、
１
月
30
日
に
開
催
す
る
講
習
会

に
向
け
て
、研
修
会
を
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
職
員
や
米
粉

料
理
研
究
員
ら
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
年
間
を
通
し
て
、
地

元
産
の
米
粉
や
自
家
農
園
で
栽
培
し
た

旬
の
野
菜
な
ど
を
使
用
し
て
、
講
習
会

や
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
米
粉
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
・
米
粉

ご
ぼ
う
コ
ロ
ッ
ケ
・
米
粉
入
り
シ
チ
ュ
ー

の
３
品
を
作
成
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

手
順
な
ど
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
調
理

し
ま
し
た
。

　

調
理
後
は
講
習
会
や
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

▲箱詰め作業をした生産者の皆さん

▲出荷規格を確認する生産者

▲温めた豆乳を味見する児童

▲長ネギ品種検討会の参加者

▲１００歳を迎えた三浦さん（前列中）

▲入口を華やかに彩る団子さし ▲精巧に作られている獅子頭

▲料理を楽しむ参加者

二
本
松
市
の

農
産
物
を
全
国
へ

「
四
季
の
か
お
り
」発
送

あ
さ
つ
き
出
荷
最
盛
迎
え
る

目
揃
え
会
で
出
荷
規
格
を
確
認

育
て
た
大
豆
で

豆
腐
作
り

二
本
松
市
立
石
井
小
学
校

次
年
度
に
向
け

品
種
検
討
会

や
さ
い
部
本
宮
支
部

三
浦
さ
ん
の

１
０
０
歳
祝
う

感
謝
状
贈
呈

獅
子
頭
と
団
子
さ
し

で
新
春
祝
う

東
和
支
店

講
習
会
に
向
け
て

試
作
品
作
成

米
粉
料
理
研
究
会

▲�あさつきを水洗いする� �
佐藤副部会長

地
域
面

地
域
面
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今
年
も
疾
走
！
マ
マ
チ
ャ
リ
耐
久
レ
ー
ス
で

そ
う
ま
の
米
を
Ｐ
Ｒ

そ
う
ま
地
区
青
年
連
盟
鹿
島
支
部

豊
作
祈
願
と
し
て

「
稲
穂
付
け
」

そ
う
ま
地
区
女
性
部
相
馬
支
部

平
成
30
年
度
の
基
本
方
針
を
示
す

そ
う
ま
地
区
稲
作
振
興
大
会

世
界
に
一
つ
だ
け
の

一
閑
張
り
を
制
作

女
性
大
学
手
芸
教
室

柚
原
友
加
津
さ
ん
が

県
代
表
で
意
見
発
表

そ
う
ま
地
区
青
年
連
盟

▲爽やかな青空で天気にも恵まれました

▲まき米は毎年大好評です

▲�女性部相馬方部員から稲穂を受取る星常務と
羽根田本部長

▲基本方針の説明の様子

▲講演の様子

▲世界に一つだけのマイバックを手に

▲�意見発表をす
る柚原さん

　

当
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
地
区
青
年
連
盟
鹿
島

支
部
の
盟
友
な
ど
９
人
は
１
月
７
日
、

静
岡
県
の
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
開

か
れ
た
「
第
11
回
ス
ー
パ
ー
マ
マ
チ
ャ

リ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

マ
マ
チ
ャ
リ
レ
ー
ス
へ
の
参
加
に
加
え
、

そ
う
ま
地
区
産
の
米
「
天
の
つ
ぶ
」
を

大
会
の
協
賛
品
と
し
て
提
供
。
さ
ら
に

出
場
者
や
観
覧
客
へ
ま
き
米
を
行
い
、

そ
う
ま
地
区
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
が
マ
マ
チ
ャ
リ
レ
ー
ス
に
参

加
す
る
の
は
今
年
で
６
回
目
。
震
災
後

か
ら
風
評
被
害
払
拭
や
そ
う
ま
地
区
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
出
場
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
う
ま
地
区
女
性
部
相
馬
支
部
は
１

月
８
日
、
今
年
の
農
作
業
が
順
調
で
豊

作
で
あ
る
よ
う
に
と
願
い
、
相
馬
中
村

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
年
恒
例
行

事
の
「
稲
穂
付
け
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
紅
白
餅
を
小
さ
く

丸
め
て
枝
に
付
け
た
り
、
恵
比
須
・
大

黒
・
鯛
・
ダ
ル
マ
な
ど
縁
起
の
良
い
煎

餅
も
ち
を
飾
り
な
が
ら
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
、
同
方
部
の
伊
東
千
恵
子

支
部
長
・
杉
本
ち
か
子
さ
ん
・
阿
部
富

美
子
さ
ん
ら
が
そ
う
ま
地
区
本
部
を
訪

れ
、
星
保
武
常
務
に
「
今
年
も
飾
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
は
１
月
13
日
、
南
相
馬

市
鹿
島
区
の
鹿
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で「
そ
う
ま
地
区
稲
作
振
興
大
会
」

を
開
催
し
、
生
産
者
・
関
係
者
等
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
平
成
29
年
産
米
集
荷
実

績
や
作
柄
概
況
、
販
売
状
況
な
ど
の
米

穀
情
勢
や
平
成
30
年
産
米
の
基
本
方
針

と
し
て
天
の
つ
ぶ
を
主
軸
と
し
た
「
売

れ
る
米
づ
く
り
・
実
需
者
の
求
め
る
米

づ
く
り
」
を
意
識
し
、
複
数
年
契
約
栽

培
を
基
本
と
し
た
生
産
拡
大
を
進
め
る

と
共
に
、
安
定
し
た
米
の
販
売
取
引
の

拡
大
に
努
め
、
農
家
所
得
の
向
上
に
取

　

そ
う
ま
地
区
女
性
大
学
手
芸
教
室
が

１
月
10
日
、
そ
う
ま
地
区
本
部
で
開
催

さ
れ
、
部
員
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
閑
張
り
と
は
、
竹
細
工
の
籠
や
笊

な
ど
に
和
紙
を
張
り
付
け
、
柿
渋
を

塗
っ
て
仕
上
げ
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

受
講
生
た
ち
は
、
講
師
の
説
明
を
受
け

た
後
、
竹
か
ご
に
和
紙
を
一
枚
一
枚
丁

寧
に
貼
り
付
け
し
、
土
台
を
仕
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　

作
業
は
２
日
間
に
分
け
て
行
わ
れ
、

作
業
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
手
提
げ
か
ご
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
青
年
連
盟
原
町
支
部
の

柚
原
友
加
津
さ
ん
は
１
月
17
日
・
18
日

の
両
日
に
山
形
市
で
開
か
れ
た
平
成
29

年
度
東
北
・
北
海
道
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
大

会
の
「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
の
部
」
で
意

見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
東
北
・
北
海

道
農
協
青
年
組
織
協
議
会
主
催
。

　

柚
原
さ
ん
は
「
農
業
と
幸
福
度
」
と

題
し
て
、
震
災
で
南
相
馬
市
の
農
業
者

が
減
数
し
て
い
る
中
で
、
自
ら
が
経
営

し
て
い
る
酪
農
に
農
業
の
魅
力
を
感
じ
、

物
を
生
み
出
し
、
美
し
い
景
観
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
産
業

で
あ
る
、
農
業
が
強
い
国
こ
そ
市
民
の

幸
福
度
が
高
い
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

柚
原
さ
ん
は
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ

た
福
島
県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
の
「
青
年
の

主
張
の
部
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

本
大
会
に
福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

札
幌
で
生
産・販
売

の
現
場
を
見
学

原
町
園
芸
部
会
視
察
研
修

▲市場内を見学する参加者

　

当
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
地
区
の
原
町
園
芸
部

会
は
1
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
北

海
道
で
視
察
研
修
を
行
い
、
部
会
員
21

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
丸
果
札
幌
青
果
㈱
を
訪

問
。同
園
芸
部
会
で
は
今
年
度
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
春
菊
、
み
ず
菜
を
札
幌
市
場

に
出
荷
・
販
売
し
、
前
年
度
を
上
回
る

販
売
が
で
き
た
こ
と
か
ら
「
さ
ら
な
る

出
荷
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
力
強
い

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
に
あ
る
大
型
施
設
農
場
「
Ｊ

フ
ァ
ー
ム
」
で
は
独
自
の
暖
房
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
タ
ス
・
ト
マ
ト
の

栽
培
を
見
学
。
参
加
者
は
先
進
的
な
技

術
に
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

今
年
も
「
天
の
つ
ぶ
」
25
㎏
を
協
賛
品

と
し
て
提
供
し
、
レ
ー
ス
中
の
催
し
で

は
３
０
０
ｇ
入
り
の
小
袋
２
０
０
袋
を

来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
に
は
、
特
別
な
装
飾
を
施
し

た
専
用
マ
マ
チ
ャ
リ
で
出
場
し
、
９
人

で
交
代
し
な
が
ら
７
時
間
を
走
破
。
合

計
で
１
１
８
．
６
㎞
を
疾
走
し
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
１
１
２
７
チ
ー
ム
中

７
６
２
位
の
結
果
で
レ
ー
ス
を
終
え
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
盟
友
は「
マ
マ
チ
ャ
リ
レ
ー

ス
は
少
人
数
で
過
酷
だ
っ
た
が
今
年
も

そ
う
ま
地
区
産
米
を
配
布
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

り
組
む
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
作
付
実
績
は
新
地
町
、
相

馬
市
、
南
相
馬
市
、
飯
舘
村
の
４
市
町

村
で
合
計
４
６
８
２
ha
で
し
た
が
、
平

成
30
年
は
合
計
５
１
４
０
ha
の
作
付
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
木
徳
神
糧
株
式
会
社
執

行
役
員
の
石
森
好
宏
氏
が
「
米
市
場
流

通
の
現
状
と
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
多
収
穫
品
種
で
あ
る
主
食
用

米
天
の
つ
ぶ
の
作
付
増
加
を
訴
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
米
づ
く
り
の

た
め
に
第
三
者
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
も
取
り

組
み
、
全
量
全
袋
検
査
を
継
続
し
、
安

全
の
確
保
を
す
る
予
定
で
す
。 

地
域
面

地
域
面
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相馬バイパス

常磐自動車道

常磐自動車道

常磐線

常磐
線

松川浦

5 農家レストラン
菜の花

4 和田観光
イチゴ園

7 伝承鎮魂記念館

1 船橋屋

2二宮尊徳
の墓

6 メガソーラー

3 相馬総合地方卸売市場

相馬共同火力発電所

地蔵川

右
支
小
泉
川

1 船橋屋

●住所　相馬市磯部字芹谷地

店舗情報
●住　所　相馬市中村字大町73
●営業時間　9：00 ～ 19：30（定休日：1月1日）
●問合せ　0244-35-2784

店舗情報
●住　所　相馬市百槻字赤屋敷103
●営業時間　11：30 ～ 14：00
　　　　　（定休日：日曜日～火曜日）
●問合せ　0244-35-2401

6 メガソーラー
　相馬市沿岸部の磯部地区内に設置された大規模な
ソーラーパネル。津波の影響を受け、農作が難しい農地
や宅地などを活用し、68万4000平方メートルと大規模
な設置面積を誇り、設置されているパネルは約20万枚。
平成29年6月から運用が開始され、ここで発電された
電気は東京電力に売電します。

　明治21年に創業し130年続く老舗。「い
つも通り」を心がけて、東日本大震災後も1
日も休まず営業を続けています。お菓子の
販売以外にも相馬市内の学校給食にご飯
やパンなどを提供しています。
　店内には百種類以上の和・洋菓子がず
らりと並び、店員さんが明るく出迎えてく
れます。数ある中でも人気なのが「まどか
饅頭」。皮がしっとりしていて、甘さ控えめ
な餡とよく合います。また、季節やイベント
に合わせて作る上生菓子もおすすめです。

相馬サブレと
クランツクーヘンも
おすすめですよ♪

今
回
は
、相
馬
市
を
散
策
。山
田
秀
晴
理

事
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
も
と
、お
す
す

め
の
ス
ポ
ッ
ト
や
復
興
に
関
係
す
る
施

設
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

人気商品のまどか饅頭（みそ皮白餡と黒糖皮
こしあん）と上生菓子

ショーケースには自慢のお菓子がずらり

3 相馬総合地方卸売市場

店舗情報
●住　所　相馬市日下石字鬼越迫101
●営業時間　7：00 ～ 14：00
　（食堂）　（定休日：日・水曜日）
●問合せ　0244-36-4111

　官民の出資により設立した相馬総
合地方卸売市場。相馬地方の農産物
や海産物を全国各地に供給する拠
点です。また、今年の4月から小・中
学校13校の学校給食に相馬市産の
野菜などを供給します。市場内の誰
でも利用できる食堂では市場ならで
はの新鮮な食材を使った自慢の料理
が味わえます。

新鮮な海産物をふんだんにのせた海鮮丼。
酢飯には新地町産の「天のつぶ」を使用

5 農家レストラン菜の花

　平成15年にオープンした自家農園の米や野菜
を中心に地元の食材を使う農家レストラン菜の花。
メニューは菜の花膳（ごはん・そば）とざるそばの
み。菜の花膳は1ヵ月ごとにメイン料理が変わり、
10品目以上の料理を味わえます。 落ち着いてゆっくり食事を楽しめる店内

4 和田観光イチゴ園
　相馬市内でイチゴ狩りが楽しめる和田観光イ
チゴ園。このイチゴ園を管理するのは7戸のイチ
ゴ農家でつくる和田観光苺組合の皆さん。震災
前は17戸の農家がイチゴ狩りを行っていました
が、震災の影響で農家の数は7戸に。ハウスも無
くなってしまったため、震災後は国の復興事業を
活用し、新たに70aのハウスを建設しました。
　イチゴ園では現在5種類の品種を味わうこと
ができます。今年は酸味が少なく歯ごたえがあ
る「かおりの」という品種がおすすめ。イチゴの
食べ頃は2月中旬から4月上旬頃です。

おいしいイチゴを
食べにきてください

店舗情報
●住　所　相馬市和田字下柴迫94
●営業時間　10：00 ～ 16：00
　　　　　（1月14日～ 5月31日まで）
●問合せ　0244-36-5535

阿部副組合長

7 伝承鎮魂記念館

　震災によって失われた相馬市の風
景を後世に伝えるための施設。施設内
には震災前と震災後の写真や新聞記
事の展示、震災当時の映像などを上
映しています。

店舗情報
●住　所　相馬市原釡字大津270
●営業時間　9：00 ～ 17：00（定休日：12月29日～ 1月3日）
●問合せ　0244-32-1366

震災直後の写真や新聞が掲載
されている展示コーナー

船橋屋の店員さん

案内してくれた山田理事

●住所　相馬市西山表西山2 二宮尊徳の墓
　愛宕神社境内にある二宮尊徳（二宮金次郎）の墓。
二宮尊徳の門人の慈隆尊師が江戸時代後期に二宮
仕法を用いて相馬中村藩を復興させたことから、相
馬中村藩の人々は二宮尊徳の遺髪をもらいうけ、墓
を建てました。隣には慈隆尊師の墓があります。墓ま
では階段が100段くらいあるので、少し大変です。

二宮尊徳の墓（手前）と慈隆尊師の墓
全メニューに付くサラダや日替わり惣菜の
バイキング

自家農園の野菜をたっぷり使った料理

オーナーの阿部眞貴子さん（右）とご主人の誠さん

一面に広がるソーラーパネル

　こだわりは家庭では手間がかかっ
て多くの料理を作れないので、たくさ
んの品数を提供すること。女性をター
ゲットにしているため、店内も落ち着
いた雰囲気で、食事を堪能した後は、
コーヒーを飲みながらついつい話が
進んでしまいそうです。

　入口正面には震災で亡くなられた
458人を追悼しています。

相馬市編

気の向くままに

散歩道

おでかけ
みらいろ～ど

地
域
面

地
域
面
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脱
サ
ラ
し
椎
茸
専
業
農
家
へ
―
棚
確
保

に
つ
な
げ
る
周
年
出
荷
の
実
現

　

本
宮
市
白
岩
で
菌
床
し
い
た
け
を
生
産
す

る
渡
辺
さ
ん
。
平
成
12
年
に
37
歳
で
脱
サ

ラ
し
、
も
と
も
と
魅
力
を
感
じ
て
い
た
農
業

の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
地
元
に
ノ
ウ
ハ
ウ

を
指
導
し
て
く
れ
る
先
輩
農
家
が
い
た
こ
と

や
、
始
め
や
す
さ
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
と
菌
床
し

い
た
け
の
複
合
経
営
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
し
い
た
け
は
初
年
度
、
菌
床
１
６
０
０

個
ほ
ど
の
規
模
で
し
た
が
、
平
成
24
年
に
し

い
た
け
専
業
に
切
り
替
え
、
夏
場
の
出
荷
を

始
め
て
か
ら
規
模
を
拡
大
。
現
在
は
7
棟
の

ハ
ウ
ス
で
菌
床
2
万
５
０
０
０
個
分
の
し
い

た
け
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

し
い
た
け
専
業
に
切
り
替
え
た
き
っ
か
け

は
市
場
か
ら
の
要
望
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農

福
島
し
い
た
け
生
産
販
売
協
議
会
の
副
会

長
を
務
め
て
い
た
渡
辺
さ
ん
は
、
市
場
担

当
者
に
「
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
る
秋
か

ら
の
値
段
を
安
定
的
に
す
る
た
め
に
、
夏

場
も
出
荷
し
て
販
売
店
で
の
棚
を
確
保
し

た
方
が
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
周

年
出
荷
を
決
意
。
し
い
た
け
栽
培
の
適
温

は
13
～
23
℃
の
た
め
、
施
設
を
冷
や
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
夏
場
の
管
理
は
、
冬
場
よ

り
も
労
力
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
施

設
の
整
備
や
品
種
の
検
討
を
重
ね
な
が
ら

1
日
60
㎏
前
後
を
継
続
的
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
課
題
は
夏
場
に
出
荷
す
る
し
い

た
け
の
品
質
で
す
。「
冬
場
じ
っ
く
り
と
生

育
し
た
も
の
に
比
べ
ど
う
し
て
も
質
が
落
ち

る
」
と
話
す
渡
辺
さ
ん
は
今
年
、
福
島
県

森
林
・
林
業
再
生
基
盤
づ
く
り
交
付
金
を

活
用
し
て
行
う
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
簡
易
空
調
ハ
ウ
ス
を
導
入
し
、

翌
年
か
ら
新
施
設
で
栽
培
し
た
し
い
た
け
の

出
荷
を
始
め
る
予
定
で
す
。
質
の
高
い
し
い

た
け
を
常
に
出
荷
し
続
け
る
こ
と
で
、
福

島
の
し
い
た
け
の
認
知
を
高
め
る
こ
と
や
安

定
収
入
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
―
い
か
に
付
加
価
値
を

付
け
て
い
く
か

　

昨
年
8
月
、
き
の
こ
生
産
大
手
の
「
ホ

ク
ト
株
式
会
社
」
が
し
い
た
け
の
本
格
参

入
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
9
月
か
ら
出

荷
が
始
ま
る
予
定
で
、
全
国
的
に
も
大
き

な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
渡
辺
さ
ん
は
「
コ
ス
ト
で
は
絶
対
に

負
け
て
し
ま
う
。
ど
う
や
っ
て
大
手
企
業

と
対
峙
し
て
い
く
か
を
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
手
企
業

と
の
差
別
化
の
た
め
に
、
身
の
厚
い
大
き

な
し
い
た
け
が
常
に
収
穫
で
き
る
よ
う
、

品
種
の
検
討
も
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
合

わ
せ
、
新
し
い
出
荷
規
格
や
パ
ッ
ク
の
形

態
も
全
農
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
は
「
新
施
設
の
導
入
に
伴
い
、

こ
れ
か
ら
規
模
も
広
が
っ
て
い
く
と
思
う

が
、
さ
ら
に
質
も
上
げ
て
行
け
る
よ
う
に

試
行
錯
誤
を
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

周
年
栽
培
・
出
荷
で
収
入
得
る

�▲�手のひらで包むように優しく収穫するのが
コツ

▲�カサが開いていない「AA品」㊧は日持ちが
するため価値が高い

▲作業を共に行う妻・美智子さん㊧

▲収穫と菌床作りが重なり最も忙しくなるのが今時期だ

安達地区 　渡辺 紀幸さん

●栽培品目　しいたけ
●栽培規模　菌床数2万5000個(ハウス7棟)

農業所得アップ
みらいろ！テン
所得向上への取り組みを

紹介しています。

農業
人

営
農
面

営
農
面
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リンゴ整枝・せん定のポイント

１ 花芽分化状況
　本年の「ふじ」の花芽分化率は、果樹研究所では67％と平年よりやや低い状況でした。
　現地の花芽分化率は、27～55％と昨年より低く、また園地間で差がある状況です。同様に、横径が３mm未
満の弱小芽率も8～32％と園地間で差がありました。

２ 整枝・せん定の基本的な考え方
①�花芽がつく、質のよい枝を配置します。花芽をつくることが、結果的によい枝づくり・樹づくりにつながります。
②葉面積を確保します。
③木漏れ日が樹冠内部まで射すようにします。

3 整枝・せん定の手順
① 大枝（骨格枝）の整理 
・園地全体を眺め、混んでいるところの大枝から整理します。 
・�夏場でも、隣接する樹と１ｍ以上の間隔が空くように間引きます。 
・�追い出しは一度に行わず、基部の枝を数年かけて間引き、枝の勢力を抑えます。
② 中枝（側枝）の整理
【１】�基部に空間をとります。� �

リンゴワタムシやカイガラムシ類対策になります。
【２】�主軸を明確にします。� �

主軸を負かす枝は置かないようにします。
【３】�主軸上の枝は上下に交互に配置し、枝に厚みを持たせます。

◎下垂枝の扱い
・�下垂枝の長さは１～1.5m とし、10個程度実らせます。果台の入った長く重い下垂枝は揺れにくく、揺れてもゆっ
くり揺れるので、風害に強い枝 となります。
・�下垂枝を強めに切り上げると急に芽数が減るため、枝が横に広がってしまいます。 基部付近の枝を間引く（流
す）程度とし、枝をコンパクトに数多く配置しましょう。

　例：風船を上下から押せば横に広がる。
・�下垂枝先端が伸びなくなって初めて、少しだけ切り上げます。�
 それでも次年に反応しないようなら間引きましょう。

③ 小枝（結果枝）の整理
【１】�花芽の着生しやすい「果台あがり」の枝を発育枝として残します。
【２】���果台枝は勢力が落ち着きやすく、摘果を早めることで花芽を充実させ

ることができます。また、えき花芽の着生が少なく、充実した発育枝
を残すと、翌年に短果枝を確保しやすくなります。

　

　果台から伸長した副梢の先端に花芽が着きますが、残しておくと
花が咲き、枝がつぶれてしまいます。 
　せん定の際、前もってせん除しておくことで、充実した花芽が得
られる場合があります。

④ よい花芽、よい枝とは？
～せん定と摘果～
　せん定作業では、枝ごとに「着果させる
のか」「休ませるのか」方針を決めます。
その方針に沿って摘果を行い、着果を調節
して一体的に管理しましょう！！

4 �低樹高化　～3.5m 以下の作業のしやすい安全な樹高で管理作業の軽労化・増収！～
①軽労化
　脚立を使っても５段までで間に合うため、上り下りが少なくなり、  目通りの高さを中心に作業ができます。 
また、地上の作業と脚立の作業をそれぞれ半々くらいにし、脚立に体重を預けながら作業するのが疲れにくいポ
イントです。
②増収
　樹高が低いため、着果量を確保する工夫が必要になります。下垂枝に加えて、上向枝を結果枝として利用すること
で、収穫量を確保します。 加えて、多くの果実が実る素性のよい結果枝を多く配置するようにして、増収を図ります。
③農作業の安全性の向上
　現在、管内では75歳以上の農業者が３割を超えており、高齢化が進んでいます。低樹高化により、脚立を使っ
た危険な高所での作業が減り、安全性が向上します。

○半わい化

JM2台  または  マルバ台(25cm) ＋JM7 中間台(20cm)

　改植・新植する場合、マルバ台を低樹高化す
るよりも、最初から「半わい性台木」を利用し
た方が、マルバ台のような仕立て方で低樹高化
が容易にできるようになります。

長果枝先端の着果管理でこれだけ変わる！
左：�果実をつけたので、枝がつぶれてしまった。
右：�果実をつけなかったので、充実した短果

枝が得られた。

×

夏場でも１ｍ以上の間隔を確保

①横から見て、ひし形 ②先端から見て、ひし形

①
②
③

（写真提供：農業総合センター果樹研究所）

間伐にあわせて樹高の切り下げを徐々に実施しましょう！
　　　　　○将来的に第１主枝 は1.2m 以上の高さから作り、第２主枝 は２m以下に収めます。
　　　　　○側枝には 「果台あがり」 の下垂枝や上向枝を立体的に配置して収量を多くします。

マルバ台は地上に出すこと！

翌年

営
農
面

営
農
面
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営
農
面

営
農
面

当JAでは今年度、4億円の予算を確保
し、農業振興支援に取り組んでいます。
事業を活用し農業所得が上がった事例を
紹介します。

JAの農業振興支
援事業を活用

農業所得アップ
優良事例

①項目 パイプハウス増設
②活用した支援事業 野菜生産拡大事業（施設導入）
③事業活用前の課題 長期収穫ができるきゅうりへの品目変更及び面積増反。

④取り組んだ方策 主力で栽培していたにがうりから長期出荷が可能なきゅうりに品目を変更し、平成28年に
パイプハウスを１棟増設した。パイプハウス事業費858,220円のところ558,220円で導入。

　H27実績　販売数量・販売金額 数量   4,320㎏　　 金額 134.9万円
　H28実績　販売数量・販売金額 数量 10,965㎏　　金額 392.6万円
　前年比 数量 254%　　　  金額 291%

⑤取り組み後の状況 きゅうり無加温促成栽培、抑制栽培の2作型に取り組み、冬期間は直売所向け野菜を栽培。
施設を有効利用し、毎年反収（収穫量）を増加している。

⑥農家コメント
夫婦2人でのきゅうり栽培、既存ハウスに隣接していた露地野菜畑も販売向けにハウスを建
てたいと考えていた。ＪＡの事業を利用し、きゅうりの栽培を実施して、反収が増えたので
大変よかった。今後もＪＡの事業を利用して、経営の安定を図って行きたい。

①項目 パイプハウス新設による複合経営

②活用した支援事業 パイプハウス新設支援事業

③事業活用前の課題 春先の収入源の確保。

④取り組んだ方策 パイプハウス事業費1,044,360円のところ、事業活用により522,180円で導入。

　Ｈ29実績　販売数量・販売金額 数量　100kg　　金額　12.5万円

⑤取り組み後の状況 ハウス導入による高品質な農産物の安定的な生産及び所得向上に繋がった。

⑥農家コメント 春先の所得確保としては、ハウスは必須。今回の農業振興支援事業は補助率もよく、導入
しやすかった。今後もハウスを活用し、所得確保に努めていきたい。

福島地区:きゅうり生産農家
栽培品目・面積：�きゅうり10a

優良事例
1

優良事例
2

伊達地区：スナップエンドウ生産農家
栽培品目・面積：スナップエンドウ1.4ａ

ＪＡふくしま未来では来年度以降も支援事業を検討しています。情報は広報誌等でお繋ぎさせて頂きますので、ご確認よろしくお
願い致します。なお、補助事業内容、助成率は地区により異なります。

和
牛
せ
り
市
場・乳
牛
せ
り
市
場

単位:円（税込）■ＪＡふくしま未来実績（開催日　1月16日・17日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 63 62 763,194 1,345,680 424,440 292 2,615 289 802,039 -38,845
去 98 98 814,033 1,229,040 437,400 317 2,566 283 854,548 -40,515
計 161 160 794,333 1,345,680 424,440 307 2,584 285 834,013 -39,680

単位:円（税込）■福島県家畜市場（開催日　1月16日・17日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 328 325 709,281 1,345,680 259,200 291 2,441 291 784,196 -74,915
去 452 450 809,203 1,298,160 397,440 317 2,550 283 867,634 -58,431
計 780 775 767,300 1,345,680 259,200 306 2,507 287 829,874 -62,574

　
子
牛
を
丈
夫
に
育
て
る
に
は
、母
乳
が一
番
大
事
で
す
。

す
べ
て
の
母
牛
が
乳
を
た
く
さ
ん
出
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。子
牛
の
状
態
を
よ
く

観
察
し
、足
り
な
い
場
合
は
代
用
乳
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

単位:円（税込）■乳牛せり市場（開催日　1月23日）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

ET和雌 3 383,400 447,120 314,280 86 4,458 525,420 -142,020
ET和雄 7 561,446 621,000 464,400 108 5,206 558,576 2,870
乳雄牛 43 146,628 205,200 1,080 76 1,934 111,687 34,941
乳去勢 1 210,600 210,600 210,600 309 681 ─ ─

F1雌（育成） 7 324,617 357,480 226,800 294 1,106 391,338 -66,721
F1去（育成） 6 356,580 384,480 308,880 303 1,175 349,920 6,660

F1雌（スモール） 49 186,444 216,000 59,400 75 2,497 210,497 -24,053
F1雄（スモール） 59 269,249 306,720 30,240 79 3,420 276,309 -7,060

ワンポイント
アドバイス

　若手農業者の資質
向上と交流を図ろう
と伊達地区は1月15
日、セレビアスカイ
パレスで若手農業者
の集いを開き、管内
の20～40代中心の
若 手 農 業 者34人 が
参加しました。集い
では講演や意見交換などを行いました。

講演特集
「これから30年間、農業生産で勝ち抜くために」
講師：合同会社うの福商店　代表　宇野　真弘氏

農業を目指した理由
昔から農業が好きで農業の魅力を次世代に伝えたいと思っ
た。生まれ育った君津市を元気に活気あふれる市にしたい。
就農までの経緯
地元の農業高校を卒業後、（有）トップリバー入社。第4農
場長として農場管理を行った後、君津市を拠点に就農、会
社化。
経営概況
品目：業務用加工キャベツ

面積：8ha
販 売 先：JAきみつ中心
出荷時期：11月上旬～7月上旬
アドバイス
①農業に取り組む姿勢を明確にすること。
・自分がどのような農業をしたいのか考える。
・時代のニーズに合わせた農業形態を目指すこと。
②�これまでの感覚（気温・湿度など）を数値化して今まで

以上に確実な作業効率、改善、良品多収を目指すこと。
・統計、栽培の数値化等を行いリスクを減らす。

（例）�前年度の実績を確認し販売計画を立てる。
　　　数値化し来年、再来年と結果を残していく。

③�農業も他産業と同じ尺度・価値観・労働の対価を持つ必
要がある。

④経営者として販売・ビジネスをする必要がある。
・�農業を事業（会社経営・ビジネス）として考え、労働環

境の改善や事業の効率化・合理化を図る。

伊達地区若手農業者の集い  ～若手農業者の活性化を図る～

こうなったら
いいなぁ

感覚→データ化

営
農
面

営
農
面
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輝きを未来へ輝きを未来へ
福島明成高校福島明成高校

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
研
究
内
容

　

福
島
明
成
高
校
で
は
１
月
22
日
、
３
年

生
の
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
課
題
研
究

発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
生
物

生
産
科
の
栽
培
飼
育
コ
ー
ス
と
施
設
園
芸

コ
ー
ス
、
生
産
情
報
科
の
２
学
科
で
発
表

会
を
行
い
、
全
20
班
が
こ
れ
ま
で
の
研
究

内
容
や
成
果
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
１
、

２
年
生
や
先
生
の
前
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

栽
培
飼
育
コ
ー
ス
の
稲
作
専
攻
班
の
皆

さ
ん
は
「
米
の
６
次
産
業
化
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
、
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
米

粉
ド
ー
ナ
ツ
や
米
ア
イ
ス
な
ど
の
ス
イ
ー

ツ
作
り
を
行
い
、
食
味
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
な
が
ら
結
果
を
分
析
し
た
内
容
を
発
表

し
ま
し
た
。
今
回
の
研
究
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
活
か
し
て
２
回
目
の
試
作
品
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

稲
作
班
の
皆
さ
ん
は
「
こ
の
研
究
を
ぜ
ひ

後
輩
の
皆
さ
ん
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
コ
ー
ス
の
畑
作
専
攻
班
は
「
サ
ツ
マ

イ
モ
を
利
用
し
て
地
域
と
交
流
」
と
題
し

て
、
地
元
の
保
育
園
の
園
児
と
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
を
通
し
て
交
流
し
た
こ
と
や
サ
ツ

マ
イ
モ
の
品
種
や
調
理
法
の
違
い
に
よ
る

糖
度
の
変
化
の
研
究
成
果
を
発
表
。
園
児

と
一
緒
に
行
う
芋
掘
り
が
雨
で
中
止
に
な

る
な
ど
悔
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

研
究
が
全
て
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

施
設
園
芸
コ
ー
ス
の
果
樹
専
攻
班
の

「
ナ
シ
の
省
力
化
栽
培
を
目
指
し
て　

新

一
文
字
仕
立
て
を
試
み
て
」
の
発
表
で
は
、

初
め
て
で
も
取
り
組
み
や
す
い
新
一
文
字

仕
立
て
と
慣
行
の
３
本
仕
立
て
を
栽
培
し

な
が
ら
、
生
育
を
比
較
し
そ
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
ま
し
た
。
ま
た
規
格
外
加
工
品
の

製
造
に
も
取
り
組
ん
だ
内
容
を
発
表
し
、

「
も
っ
と
深
く
研
究
し
た
か
っ
た
」
と
悔

し
さ
も
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

生
産
情
報
科
の
発
表
で
は
「
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
の
研
究
」
で
、
た
く
さ
ん
の
失
敗

を
重
ね
な
が
ら
作
品
を
つ
く
り
上
げ
て
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
理
解
を
深
め
た
こ
と
や
、

「
経
営
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
班
一
年
間
の
研

究
」
と
し
て
起
業
し
て
売
れ
る
商
品
作
り

に
挑
戦
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
「
こ
の
研
究
で
学
ん
だ
こ
と

を
、
今
後
就
職
し
た
と
き
に
も
活
か
し
た

い
」
と
こ
れ
か
ら
の
目
標
も
生
き
生
き
と

話
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
テ
ー
マ
は
左
記
の
通

り
で
す
。

「
３
年
間
の
学
習

の
集
大
成
」

課
題
研
究
発
表
を
開
催

研究動機などを説明している生徒

３Ｄプリンターで仕上げた作品に
ついて説明する生徒

ユーモアを含んだスライドで発表する
果樹専攻班の生徒

　

東
北
高
速
自
動
車
道
の
福
島
ト
ン
ネ
ル

を
北
側
に
抜
け
る
と
、
両
側
に
水
田
地
帯

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
帯
が
今
回
紹

介
す
る
山
田
・
小
田
・
平
石
地
区
で
あ
る
。

県
北
地
方
と
い
え
ば
、
ま
ず
果
樹
地
帯
と

い
う
印
象
が
強
い
が
、
こ
の
地
域
は
稲
作

を
中
心
に
、
次
い
で
小
菊
、
も
も
・
ぶ
ど

う
・
り
ん
ご
、
き
ゅ
う
り
等
が
栽
培
さ
れ
、

平
成
16
年
に
は

ha
の
ぶ
ど
う
団
地
も
造

成
さ
れ
た
。

■
平
石
営
農
組
合
の
設
立

　

平
石
地
区
の
水
田
基
盤
整
備
は
、
昭
和

40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
実
施
し
て

き
た
の
で
、
現
在
の
１
ha
区
画
と
ち
が
い

10
ａ
か
ら
20
ａ
の
水
田
が
多
い
。
こ
の
地

区
の
農
業
従
事
者
も
高
齢
農
家
が
多
く
水

田
の
維
持
、
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
行
政
機
関
や
Ｊ
Ａ
か
ら
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
」「
農
地
中
間
管
理

事
業
」
の
事
業
内
容
を
聞
き
地
区
内
で
相

談
の
結
果
、
こ
の
事
業
の
受
け
皿
と
し
て

平
石
営
農
組
合
を
平
成
28
年
2
月
21
日
に

設
立
し
た
。

■
経
営
状
況

　

平
石
地
区
で
は
水
田
面
積
約
65　
ha
、
現

在
組
合
参
加
農
家
は
42
戸
、
う
ち
農
地
中

間
管
理
機
構
へ
の
貸
手
が
36
戸
、
水
田
18　

ha
で
、
ま
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
な
る
借
手

は
6
戸
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
組
合
は
集

落
営
農
組
織
の
た
め
、
機
構
か
ら
は
個
人

が
借
り
受
け
て
い
る
。
農
業
機
械
は
こ
の

組
合
で
共
同
利
用
を
し
て
い
る
が
、
機
構

か
ら
の
「
地
域
集
積
協
力
金
」
は
機
械
の

保
全
、
修
理
代
な
ど
に
充
当
し
て
い
る
。

農
地
集
積
の
ほ
か
、
放
射
性
物
質
吸
収
抑

制
対
策
と
し
て
の
塩
化
カ
リ
の
散
布
や
、

耕
起
、
田
植
え
、
稲
刈
り
の
受
託
作
業
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
今
後
の
取
組

　

平
石
地
区
に
限
ら
ず
平
田
地
区
で
は
、

1
筆
の
水
田
面
積
が
小
さ
い
た
め
、
今
後

担
い
手
の
借
手
が
出
に
く
い
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
平
田
地
域
全
体
で
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
を
進
め
る

た
め
、「
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業
」
を
計
画
し
て
い
る
。

　

平
石
営
農
組
合
の
齋
藤
貴
裕
組
合
長

は
、「
私
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
で
農
業
収
入

を
得
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
放
射

性
物
質
の
影
響
で
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
、
現
在
勤
め
に
出
て
い
る
。
こ
の

農
地
整
備
事
業
が
採
択
さ
れ
れ
ば
、
こ
の

集
落
営
農
組
織
を
農
地
所
有
適
格
法
人
と

し
て
法
人
化
さ
せ
、
組
合
と
し
て
も
っ
と

農
地
集
積
を
拡
大
し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

専
念
し
て
い
き
た
い
」
と
未
来
を
語
っ
て

く
れ
た
。　
　
　
　

　

ま
た
、
平
田
地
区
農
振
協
議
会
の
太
田

與
一
会
長
は
、「
私
は
も
も
・
り
ん
ご
経

営
で
息
子
に
経
営
を
継
承
中
で
あ
る
。
花

卉
・
野
菜
等
で
も
後
継
者
が
い
る
の
は
心

強
い
。
で
も
、
福
島
西
道
路
が
南
に
延
び

る
の
で
、
土
地
の
買
収
と
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
。
よ
り
一
層
、
農
地
は
担
い
手
に

集
約
し
て
い
か
な
く
て
は
荒
れ
て
し
ま
う
」

と
担
い
手
へ
の
集
積
に
期
待
し
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

さ
ら
に
斎
藤
す
み
子
女
性
部
平
田
支
部

長
は
「
毎
年
４
月
の
ひ
ら
た
花
咲
ま
つ
り

は
地
域
の
一
大
行
事
。
女
性
部
も
最
大
限

の
支
援
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
丹

治
恵
美
子
女
性
部
平
石
支
部
長
は
「
女
性

部
新
規
加
入
者
の
受
け
皿
づ
く
り
も
行
っ

て
い
る
の
で
、
多
く
の
方
の
加
入
に
よ
り

更
な
る
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
た
。

<

平
田
地
区
の
主
要
品
目>

Ｈ
28
年
度
Ｊ
Ａ
販
売
高

米
穀
４
１
７
８
万
円(

主
食
用〈
７
１
４
９

袋
/
30
㎏
〉）（
飼
料
用
米
〈
３
８
８
３

袋
/
30
㎏
〉)

、
も
も
１
２
０
０
万
円
、

り
ん
ご
３
８
０
万
円
、
ぶ
ど
う
７
７
０
万

円
、
き
ゅ
う
り
３
４
０
万
円
、
小
菊
・

花
木
１
億
１
６
０
０
万
円
、　

畜
産

１
６
０
０
万
円
。

営
農
組
合
と
果
実
・
野
菜
・
花
卉
等
の

　
　
　
　
　  

家
族
農
業
で
地
域
を
守
る

�

～
福
島
地
区
管
内
・
平
田
～

真剣な表情で原稿を読み上げる畑作専攻
班の生徒

【栽培飼育コース】
専攻班 発表内容

稲作 米の６次産業化を目指して
畑作 サツマイモを利用して地域と交流
大家畜 ひなちゃんと大家畜班の全共までの道のり
小家畜 鶏卵のビタミンＡを増やそう
飼料作物 自家製堆肥による作物の影響
小家畜 鶏の卵の黄身の色を変える
小家畜 卵油の抽出
畑作 かぼちゃのおはなし

【施設園芸コース】
専攻班 発表内容

野菜 Letʼs Try 甘いメロン
メロンにストレスを与えたら甘くなるのか

草花 園芸活動を通して地域貢献を目指す研究
果樹 ナシの省力化栽培を目指して

新一文字仕立てを試みて　
果樹 モモの研究

ヨーグルト散布の記録
野菜 スイカとイチゴ物語
草花 エディブルフラワーで街を元気に !!

福島明成草花専攻班の新たな挑戦
野菜 規格外野菜の利用

【生産情報科】
発表内容

レゴマインドストームによるプログラムの研究
「インターネット販売部」ーネット販売から学ぶものー
「学校生産物販売所」の利用について
３Ｄプリンターの研究
経営マーケティング班一年間の研究

組織代表者の皆様：前列左から丹治恵美子女性部平石支部長・太田與一平田
地区農振協議会会長・齋藤貴裕組合長・斎藤長三郎JAふくしま未来理事
後列左から丹治正志副組合長・斎藤善一福島南支店運営委員会委員長・横山
清一副組合長

営
農
面

営
農
面
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女性部
活動紹介

　女性部安達地区本部は１月６日、ラポートあだちで新春
のつどいを開き、女性部員や役職員など約140人が着物で
参加しました。
　同地区本部の菅原ハル子女性部長が「今年も魅力ある活
動を展開しましょう」とあいさつ。菅野孝志組合長が祝辞
を述べ、武田満里子前女性部長の発声で乾杯しました。
　障害と向き合いながら活動する歌手の本田知美さんのコ
ンサートや、女性部員によるカラオケや踊り、お楽しみ抽

選会を実施。コンサートでは歌に合わせて踊る部員もいて、
会場内は盛大に賑わいました。最後は「きずなの力音頭」
を全員で踊り気持ちを一つにしました。

　切り絵画家久保修氏による切り絵教室を1月25日に北信支
店で開き、女性部員など40人が切り絵の世界を体験しました。
　同教室は４月１日から「とうほう・みんなの文化センター」
で開かれる久保氏の展覧会の事業の一環。久保氏に教わり
ながら「風物詩」や「旬の食材」をテーマに色紙を切り抜き、
作品を仕上げました。
　久保氏は「切り絵の道具は100円ショップなどでも揃えら
れるので取り組みやすい。新しいことにどんどん挑戦する

ことで、生活を楽しくしてほしい」と話し、切り絵の魅力を
アピール。参加者は「切り絵
はただ絵を切るだけだと思っ
ていたけど、細かいところの
難しさなどを体験すると達成
感があるし、切り絵の作品を
見る目も変わった」と話して
いました。

花と一緒に参加者全員で記念写真抽選会を楽しむ参加者

正月飾り作りで新年の準備

部員集いお餅づくり

鹿島支部研修交流会を開催新春を着物姿でお祝い

福島

　女性部そうま地区鹿島支部は１月６日、支部の美化と部
員の懇親を深めるために、鹿島営農センターで花の寄植え
をし、部員30人が参加しました。
　寄植えの花材には鹿島区の浦島英宣さんが生産したパン
ジーやビオラなどを用いて、部員の皆さんは、協力しなが
らプランターへの土入れ、花のバランスを相談しながら寄
植えを行いました。寄植え終了後は市内で昼食会を開催し、
親睦を深めました。
　なお、寄植えされた花は鹿島総合支店前に飾られています。

　女性部伊達地区本部は1月13日、伊達市保原町のセレビ
アスカイパレスで新春きものパーティーを開催し、女性部
員など170人が参加しました。色とりどりの訪問着や色留袖、
振袖などで着飾った参加者が一同に集まり、着物を着る楽
しさや良さを再発見しました。
　アトラクションでは「東北民謡　浅野光子」、「津軽三味
線　佐藤兄弟」のコンサートを行い、柔らかな民謡の歌声
や力強い三味線の演奏が会場内に響き渡りました。お楽し
み抽選会では豪華賞品が参加者に贈られました。

伊達

伊達 そうま

　女性部伊達地区本部は12月14日、今年度最後のみらい塾
を同地区本部で開催し、受講生23人が参加しました。
　伊達地区の菅野紀子次長が「今年のみらい塾も今回で最
後になります。これからも女性部の活動がより良いものに
なるように頑張っていきたい」とあいさつし、全講座に参
加した16人に皆勤賞を送りました。
　講座では講師の朽木直博さんに教わりながら正月飾り作
りに挑戦。作業を終えた部員は、「正月飾りづくり体験がで
きて良かった。よい年を迎えられそう」と喜びました。

　女性部福島地区大森支部の「大森コスモ
ス加工クラブ」は12月24日から29日にか
けて、切り餅作りを農産物直売所ここら大
森店の加工所で行いました。今年は約200
㎏を作り福島地区食材センタ―や直売所で
販売しました。
　また、平田支部では26日に、地域に暮
らす一人暮らしの高齢者へプレゼントする
ための鏡餅作りを平田地区活性化センター
で行いました。部員の皆さんは出来立ての
鏡餅を届けながら年末のあいさつを交わし
ました。

本田さんの歌に合わせて踊る部員

作
品
を
手
に
久
保
氏(

中
央)

と
記
念
写
真

楽しみながら作業をする参加者

力が要る餅切り作業(大森) 一つ一つ可愛く飾り付け(平田)

踊りを披露する部員

切り絵を楽しむ参加者

コンサートや踊りで新年祝う

本部 プロ画家に教わる「切り絵教室」開催

安達

JA 様広報誌広告

天

地

170mm

40mm

生
活
面

生
活
面
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みみららいいろろキッチンキッチン
ベジフル

　日本野菜ソムリエ協会認定の「野菜ソムリエ」が、旬の野菜を使ったおすすめの料理を紹介します！
今回は、野菜ソムリエのＨＩＳＡＫＯさんがおすすめする、旬の「春菊」を使った「春菊とあんぽ柿
の白和え」を紹介します。

鍋物や天ぷらが定番の春菊をあんぽ柿
と一緒に上品に仕上げました。

・春菊… …………………………… ６本

・あんぽ柿… ……………………… １個

・豆腐… …………………………… １丁

・醤油… ……………………… 大さじ１

・すりごま… ………………… 大さじ１

・みりん… …………………… 小さじ１

・塩… ……………………………… 適量

①豆腐を水切りします。

②春菊は芯が柔らかくなるまで茹で、２～３㎝に切ります。

③あんぽ柿は５㎜幅で短冊切りにします。

④�ボウルで豆腐をつぶしＡの調味料と春菊、あんぽ柿を入れて混ぜ、
容器に移したら完成です。

作り方

春菊とあんぽ柿の
白和え

今回のメニュー

材料（2人分）

❷ ❸ ❹

A

みらいっ子
元元 気気にに すすすす くくくく

福島地区 安達地区

そうま地区そうま地区 伊達地区

福島市
●佐藤 康治さん、
　真理子さんのお子さん
●拓

たく

実
み

くん（1歳）

二本松市
●本田知規さん、
　恵さんのお子さん
●奏

かなで

ちゃん（3歳）

南相馬市原町区
●大内真司さん、
　彩奈さんのお子さん
●朝

あさ

陽
ひ

くん（4ヶ月）

伊達市月舘町
●齋藤 良太さん、
　愛子さんのお子さん
●乃

の

絢
あ

ちゃん（1歳）

明るく元気な
男の子に育って
ね！パパとママ
はいつもニコニ
コしてる朝陽が
大好きだよ♡

元気にすくすく
育ってね！

いっぱい遊んで、
元気に大きく
育ってね!!

元気いっぱいで
やさしい子です。
ひよこちゃんが

大好き！

一般社団法人　
日本野菜ソムリエ協会
■ 野菜ソムリエ
　HISAKOさん
プロフィール
　当JAの職員。地域支援
担当として女性部の料理教
室などを企画するほか、JA
の農産物PRチームにも所
属し、農産物の消費宣伝活
動にも取り組んでいる。生

活
面

生
活
面
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よくわかる福大農学系学部設置について

高校生の皆さん、
期待していてください

林　薫平 福島大学経済経営学類准教授
農学系教育研究組織設置準備室

健 康 コ ラ ム健 康 コ ラ ム
HealthHealth ColumnColumn

鹿島厚生病院 地域医療連携室　
看護師長

栗田 浩子 氏

　

本
欄
で
は
、
ほ
ぼ
１
年
間
に
わ
た

り
、
平
成
31
年
4
月
に
設
置
を
め
ざ

し
て
い
る
本
学
の
５
番
目
の
学
類

「
食
農
学
類
」
に
つ
い
て
様
々
な
角

度
か
ら
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

一
緒
に
設
置
の
準
備
を
進
め
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
、
オ
ム
ニ
バ
ス
的
に
、

新
し
い
学
類
の
基
本
的
な
考
え
方
や

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
テ
ー
マ
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

大
筋
の
と
こ
ろ
は
、
何
と
な
く
伝

わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

本
誌
を
パ
ラ
パ
ラ
め
く
っ
て
い
て
、

本
欄
に
目
に
留
め
、
印
象
に
残
し
て

く
だ
さ
っ
た
組
合
員
や
一
般
読
者
の

方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
や
、
お
孫
さ
ん

に
、
こ
の
連
載
記
事
を
見
せ
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
欄
の
連
載
の
中
で
は
、
限
ら
れ

た
範
囲
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

■�

福
島
県
全
域
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る

■�

教
室
や
実
験
室
で
な
く
、
地
域
の

現
場
こ
そ
、
学
生
た
ち
の
最
大
の

学
び
の
場
で
あ
る

■�

食
と
農
の
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
、

地
域
の
課
題
解
決
の
実
践
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い

■�

グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
局
の
思
考
を
も

ち
な
が
ら
、
足
元
の
ロ
ー
カ
ル
な

課
題
に
力
一
杯
取
り
組
み
た
い

と
い
う
よ
う
な
、私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
、
誌
面

を
構
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
が
、

１
年
後
に
向
け
た
こ
の
よ
う
な
「
食

農
学
類
」
の
設
置
計
画
を
誰
よ
り
も

先
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
進
学
を

考
え
て
い
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

具
体
的
に
、
食
農
学
類
へ
の
進
学

を
検
討
し
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

少
し
で
も
私
た
ち
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
い
れ
ば
、
準
備
室
一
同
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
去
年
の
12
月
に
、
本

学
で
、「
ふ
く
し
ま
高
校
生
社
会
貢

献
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
」（
福
島
県
教

育
委
員
会
・
一
般
社
団
法
人
ふ
く
し

ま
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
、
福

島
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

共
催
）
の
本
選
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
高
校
生
た
ち
12
チ
ー
ム
の

魅
力
的
な
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
も
、
農
学
系
の
２
つ
の
活
動
が

目
を
引
き
ま
し
た
。

●�

会
津
農
林
高
校
「
人
と
種
を
つ
な

ぐ
会
津
伝
統
野
菜
専
攻
班
」

●���

相
馬
農
業
高
校「
相
農〈
油
菜
ち
ゃ

ん
〉
６
次
化
商
品
開
発
チ
ー
ム
」

で
す
。

　

会
津
農
林
高
校
に
は
、最
優
秀
賞
、

相
馬
農
業
高
校
に
は
、
本
学
の
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
地

域
密
着
の
活
動
を
し
て
い
る
の
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
、
私
た
ち
も
目
が

覚
め
る
思
い
で
拝
見
し
て
い
ま
し
た
。

　

元
気
に
勉
学
に
励
み
、
地
域
に
飛

び
出
し
て
活
動
し
て
い
る
高
校
生
た

ち
に
、
私
た
ち
は
大
い
に
刺
激
さ
れ
、

ま
た
同
時
に
、
食
農
学
類
に
進
学
し

て
く
れ
な
い
か
と
の
期
待
も
高
め
た

も
の
で
し
た
。

　

昨
年
（
平
成
29
年
）
の
８
月
上
旬

に
開
催
し
た
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、

食
農
学
類
の
学
類
説
明
会
と
模
擬
講

義
に
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
活

発
な
質
疑
や
発
言
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

高
校
で
の
学
び
を
よ
り
発
展
さ
せ

て
、
食
農
学
類
で
学
び
、
地
域
社
会

で
の
実
践
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
い

う
高
校
生
た
ち
を
募
り
た
い
と
い
う

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
高
校
の
新
３
年

生
た
ち
に
、
よ
り
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
て
い
き
た
い
と
、
は
り
き
っ

て
、
最
終
準
備
に
入
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

期
待
し
て
楽
し
み
に
見
て
い
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
８
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
も
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
！

オープンキャンパスでの熱気あふれる学類説明会の模様。
右から、荒井聡副室長、生源寺眞一室長、林

健康寿命と福島県における生活習慣病の状況について
　

厚
生
労
働
省
及
び
福
島
県
か
ら
発
表

さ
れ
た
統
計
に
基
づ
い
て
、
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
福
島
県
の
総
人
口
】

　
福
島
県
の
総
人
口
は
、
１
８
７
万
９
，

２
３
５
人
で
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者

は　

県
人
口
の
３
割
を
超
え
て
、
３
・

３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
福
島
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

80
・
12
歳-

全
国
41
位
、
女
性
86
・
４
歳

－

全
国
43
位
と
下
位
で
す
。

【
健
康
寿
命
】

　
日
常
生
活
に
制
限
の
無
い
期
間
・
介

護
に
依
存
せ
ず
自
立
し
た
生
活
が
出
来

る
期
間
が
健
康
寿
命
で
す
。
福
島
県
の

健
康
寿
命
は
、
男
性
が
70
・
67
歳
の
全

国
41
位　

女
性
は
73
・
96
歳
の
全
国
35

位
で
す
。

【
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
】

　
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
が
「
健

康
上
の
問
題
で
、
日
常
生
活
に
影
響
が

あ
る
期
間
」
と
な
り
ま
す
。
男
性
で
約

９
年
、
女
性
で
約
12
年
の
長
い
期
間
と

な
り
ま
す
。

【
死
因
別
統
計（
人
口
10
万
人
当
た
り
）】

　
福
島
県
は
、
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血

管
疾
患
の
生
活
習
慣
病
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
に
よ

る
死
亡
者
数
は
、
総
死
亡
者
数
の
半
数

以
上
と
な
り
ま
す
。
が
ん
の
発
生
率
は　

肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
膵
臓

が
ん
・
肝
臓
が
ん
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
福
島
県
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
関
連
す
る
急
性
心

筋
梗
塞
は
、
男
女
と
も
１
位
・
急
性
心

疾
患
も
男
女
と
も
４
位
・
脳
梗
塞
（
脳

血
管
疾
患
）
は
、
男
性
７
位
・
女
性
５

位
と
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
は
全
国
よ

り
高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
】

　
腹
囲
が
基
準
値
と
し
て
、
男
性
85
・
０

㎝
以
上
・
女
性
90
・
０
㎝
以
上
の
内
臓
肥

満
状
態
に
、
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質

代
謝
異
常
が
組
み
合
わ
さ
り
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
を

招
き
や
す
く
な
る
病
態
を
言
い
ま
す
。

福
島
県
の
該
当
者
及
び
予
備
軍
者
割
合

は
、
40
歳
以
上
の
約
3
割
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
26
年
か
ら
全
国
ワ
ー
ス

ト
3
位
圏
内
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

男
女
共
、年
齢
上
昇
に
伴
い
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
及
び
予
備

軍
者
割
合
は
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
糖
尿
病
も
、
男
女
共
に
全
国
の
中

で
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
、

平
均
食
塩
摂
取
量
は
、
全
国
平
均
9
・

9
ｇ
に
対
し
、
福
島
県
は
10
・
8
ｇ
と

男
女
と
も
全
国
２
位
、
喫
煙
率
も
全
国

３
位
で
す
。

【
生
活
習
慣
や
生
活
環
境
の
変
化
】

　
背
景
に
は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原

子
力
災
害
の
影
響
等
も
あ
り
「
生
活
習

慣
や
生
活
環
境
の
変
化
」
と
考
え
ら
れ
、

具
体
的
に
は
、運
動
や
活
動
量
の
低
下
・

野
菜
摂
取
量
の
低
下
・
調
理
済
み
惣
菜

食
品
や
嗜
好
と
し
て
菓
子
購
入
の
増

加
・
食
塩
摂
取
量
が
多
い
・
間
食
回
数

の
増
加
・
喫
煙
率
が
高
い
等
と
挙
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

【
結
果
】

　
①
メ
タ
ボ
該
当
者
や
要
介
護
高
齢
者

の
増
加
②
健
康
寿
命
が
短
く
、
全
国
順

位
の
低
下
③
生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
亡

率
の
上
昇
④
こ
ど
も
に
お
い
て
も
肥
満

出
現
率
及
び
む
し
歯
有
病
率
の
増
加
と

い
う
事
で
す
。

【
健
康
長
寿
を
目
指
す
た
め
に
は
】

　
福
島
県
は
、
健
康
長
寿
を
目
指
す
た

め
の
三
本
柱
は
「
食
・
栄
養
」「
運
動
」

「
社
会
参
加
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
皆

様
も
、
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
ご
自
身

の
健
康
及
び
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
振

り
返
っ
て
み
て
下
さ
い
。

【
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

「
食
・
栄
養
」

●�

１
日
３
回
、
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う

●�

減
塩
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

●�

野
菜
を
多
く
と
り
ま
し
ょ
う　

●��

ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛
み
ま
し
ょ
う　

「
運
動
」

●�

運
動
習
慣
を
持
ち
ま
し
ょ
う

●��

30
分
以
上
の
運
動
を
週
２
回
以
上
行

い
ま
し
ょ
う

●��

有
酸
素
性
運
動
で
内
臓
脂
肪
を
解
消

し
ま
し
ょ
う

「
社
会
参
加
」

●�

身
体
活
動
を
増
や
し
ま
し
ょ
う

●��

毎
日
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
暮
ら
し
ま

し
ょ
う

●��

健
診
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ

う
●�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う

「
ア
ル
コ
ー
ル
・
喫
煙
」

●��
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
の
量
を
守
り

ま
し
ょ
う

●��

週
２
日
の
休
肝
日
を
と
り
ま
し
ょ
う

●�

禁
煙
を
し
ま
し
ょ
う

●�

受
動
喫
煙
を
避
け
ま
し
ょ
う

「
睡
眠
・
ス
ト
レ
ス
」

●��

質
の
良
い
睡
眠
が
と
れ
る
よ
う
工
夫

し
ま
し
ょ
う

●��

ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
よ
う
に
こ
こ

ろ
が
け
ま
し
ょ
う

【
健
康
イ
ベ
ン
ト
開
催
・
ア
プ
リ
配
信
】　
　

　
職
場
や
学
校
・
企
業
で
の
健
康
づ
く

り
そ
し
て
、
地
域
力
を
活
用
し
た
健
康

づ
く
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
・

行
政
・
職
域
団
体
や
企
業
等
で
出
前
講

座
、
健
康
相
談
、
体
力
測
定
・
学
校
で

の
食
育
活
動
等
数
多
く
の
健
康
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

島
県
か
ら
の
発
信
で
「
ふ
く
し
ま
健
民

ア
プ
リ
」も
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
々

の
歩
数
計
測
や
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
機
能
が
あ
っ
て
、
気
軽
に
楽
し
く

健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
元
気
で
過

ご
す
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
健
康
づ

く
り
、
そ
し
て
、
健
康
寿
命
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
病
気
の
発
症
予
防
・
治
療
及

び
重
症
化
予
防
と
共
に
、
健
康
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
皆
様

自
身
で
活
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

生
活
面

生
活
面
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俳
句

節
分
も
過
ぎ
て
小
春
日
春
う
ら
ら

佐
藤 

弘
美
さ
ん
（
福
島
市
）

雪
か
き
で
筋
ト
レ
効
果
発
揮
す
る

菅
井 

昭
子
さ
ん
（
国
見
町
）

立
春
と
農
夫
田
畑
見
思
案
顔

志
賀 

隆
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ラ
ジ
オ
体
操
新
年
早
々
さ
ぼ
り
お
り

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

白
鳥
や
茜
に
染
め
て
初
日
の
出

石
幡 

洋
一さ
ん
（
桑
折
町
）

北
風
に
山
いっ
ぱ
い
の
雪
ぼ
う
し

佐
藤 

文
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

成
人
の
祝
い
の
風
に
す
そ
乱
れ

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

如
月
に
我
が
故
郷
を
照
ら
す
月

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

短
歌

白
鳥
は
餌
を
求
め
に
列
の
群
れ

　

寒
風
の
中
声
高
ら
か
に

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

老
い
の
春
お
年
玉
手
に
涙
す
る

　

孫
よ
未
来
え
夢
多
か
れ
や

遠
藤 

文
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

正
月
に
春
高
バ
レ
ー
見
て
お
り
て

　

息
子
の（
第
十
二
回
）姿
想
い
な
つ
か
し
む

浜
野 

春
江
さ
ん
（
新
地
町
）

ワ
ン
ダ
フ
ル
暦
コ
ヨ
ミ

捲メ
ク

れ
ば
三
十
年
度

　

時
の
気
分
は
安
泰
と
な
る
や

吉
田 

英
子
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

農
初
め
田
の
水
口
に″
拝
み
松
〟

　

奉マ
ツ

り
て
祈
る
秋
の
豊
作

中
村 

英
治
さ
ん
（
福
島
市
）

初
夢
に
想
い
巡
ら
む
宵
な
れ
ど

　

歌
の
枕
に
夢
の
ま
た
夢

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

成
人
式
街
行
く
娘こ

等ら

に
春
の
風

　

揺
れ
る
振
り
袖
蝶
の
如
舞
い

岡
崎 

英
也
さ
ん
（
桑
折
町
）

川
柳

今
日
も
又
生
き
た
あ
か
し
の
日
記
書
く

菊
地 

ト
シ
子
さ
ん
（
国
見
町
）

年
明
け
て
静
か
な
朝
が
銀
世
界

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
て
山
肌
銀
世
界

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

サ
ク
サ
ク
と
踏
む
足
楽
し
し
も
ば
し
ら

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

見
上
げ
れ
ば
か
け
声
ひ
び
く
は
し
ご
乗
り

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

相
撲
界
国
技
に
し
て
は
情な
さ

け
な
い

清
水 

初
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

初
日
の
出
こ
の一
年
を
健
康
で

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

元
気
で
な
!! 

黄
泉
国
か
ら
深
夜
便

佐
藤 

福
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

冬
野
菜
寒
さ
に
た
へ
て
背
伸
す
る

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

北
風
を
さ
け
て
陽
射
と
散
歩
す
る

大
畑 

敦
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

重
い
氷
水
に
浮
く
の
は
な
ん
な
の
さ

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

雨
は
透
明
雪
は
白
く
ど
う
ゆ
う
わ
け

藤
原 

和
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

亡
き
母ハ
ハ

に
餅
つ
き
伝
承
感
謝
す
る

林 

は
つ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

栄
華
街
さ
び
れ
な
い
の
よ
栄
町

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

大
臣
も
や
め
て
し
ま
へ
ば
軽
口
多
弁

武
山 

勇
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

除
夜
の
鐘
う
る
さ
い
と
晝ヒ
ル

に
せ
ば
拝
者
10
倍

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

静
か
な
る
山
に
白
雪
荘
厳
に
見
ゆ

藤
原 

静
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

仮
設
に
は
全
家
族
亡
路
頭
人
居
り

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ガ
タ
ガ
タ
す
る
も
飛
び
放
題

藤
原 

馨
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

積
雪
地
二
Ｍ
う
そ
か
と
思
う
浜
の
人ヒ
ト

前
川 

充
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

被
災
地
も
七
年
た
つ
と
ブ
タ
草
原

藤
原 

菊
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

政
治
家
が
男
女
関
係
No
罰
だ
よ
な

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

力
士
胸
女
性
に
似
て
る
意
識
な
し

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

作品募集中 !
絵手紙、川柳、俳句などの作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキま
たは封書にて、お送りください。また、「みらいろ」
を見てのご意見、ご感想もお待ちしております。
応募締切は2月19日（月）必着です。
〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

※応募多数の場合は、掲載できない場合もございます、
あらかじめご了承ください。

伊藤 恵子さん（福島市）

佐藤 ツネさん（福島市） 佐藤 ヨシさん（二本松市）

佐藤 弘美さん（福島市）

八巻 美奈子さん（伊達市梁川町）

宍戸 フミさん（桑折町）

岡﨑 イクさん（桑折町）

志賀 美恵子さん（郡山市）

曳地 美雪さん（伊達市梁川町）

桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）

菅野 惠子さん（桑折町）
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お気づきの点がございましたら、下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。

ふくしま未来農業協同組合コンプライアンス対策課　☎024-529-7951

ＪＡご利用の皆様へＪＡご利用の皆様へ
　日頃は、ＪＡ事業をご利用いただき、厚く御礼申し上げます。
　皆様から、より一層のご信頼をいただけるよう下記の取り
扱いをさせていただいております。ご理解とご協力をお願い
いたします。

必ず行います
▶�当ＪＡ職員が、訪問先または店舗窓口において、お客様
から現金、通帳･証書、払戻請求書等の重要物をお預か
りする際は、当ＪＡ所定の「受取書」または「定期積金掛
込専用受取書」をお渡しします。
▶�定期積金の掛金をお預かりする際には、当ＪＡ所定の「定
期積金掛込専用受取書」をお渡しし、定期積金証書の裏
面の掛込領収欄に、お取引日の領収日・領収印を押印し
ます。
▶例外なく、定期的な担当者の変更を実施します。

決して行いません
▶�当ＪＡ職員が当ＪＡ所定の「受取書」または「定期積金掛
込専用受取書」以外の名刺やメモ等を受取書の代わりと
して現金、通帳・証書、払戻請求書等の重要物をお預かり
することはありません。

▶�お客様のご印鑑をお預かりすること、キャッシュカード
の暗証番号をお聞きすることはありません。
▶�お借入れの担保品となる場合を除き、通帳・証書等の重

要物を長期に亘りお預かりすることはできません。

お客様へのお願い
▶�「受取書」「定期積金掛込専用受取書」の記載内容・お取引

日に誤りがないか十分ご確認ください。
▶�当ＪＡ所定の「受取書」は、お客様へ現金お届けや重要書

類等をお返しする際、引き換えに回収しますので、それ
まで大切に保管してください。
▶�通帳・証書等をお受け取りの際は、内容に誤りがないか
ご確認ください。通帳は、少なくとも月に1回はご記帳
いただくことをお勧めいたします。ご記帳は最寄りのＪ
ＡのATM、窓口をご利用ください。
▶�当ＪＡ職員が、万一、受取書をお渡ししない等、お客様と

の応対について、ご不明・ご不審な点がございましたら、
担当者にお問い合わせせず、直接当組合お問い合わせ・
相談窓口までご連絡ください。

集金業務受取書についてのお知らせ

現在JAとお取引のない方もご利用ができます

年利1.051.051.051.051.05%保証料別途年0.65％

ファミたんカード
またはSDカード所有者
年0.1％軽減！

さ
ら
に

さ
ら
に

JA住宅ローン
ご利用の方は
年0.1％軽減！ 上記1.05％の金利は、特別金利1.25％からJAカード契約者0.1％、ファミたんカードまた

はSDカード所有者0.1％、JA住宅ローン利用者0.1％、最大0.2％を軽減した金利です。
（平成30年1月4日現在）

左記1項目につき0.1%金利軽減し、最大2項目0.2%を金利軽減いたします。

JAマイカーローン

詳しくは、お近くのJA窓口へどうぞ。

自動車・バイク（新車・中古）の購入、購入に付帯する諸費用、車
検・修理費用、運転免許の取得資金、車庫建設資金（建設金額が
100万円以内のもの）、自動車共済掛金に必要な資金、他金融
機関等から借入中の自動車資金の借換資金

お借入時年齢が18歳以上で最終返済時の年齢が71歳未満
の方
※20歳未満の農業者以外の方については給与所得者に限ります。

上記記載の金利は、お借入当初のみに適用されるものです。
お借入後の利率は、基準日（４月１日、10月１日）の当JAの基準
金利（短期プライムレート）により、年２回の見直しを行います。

６か月以上10年以内
1,000万円以内

原則として不要です。

お使いみち

ご利用
いただける方

お借入期間
お借入限度額

お借入利率

担　　保

福島県農業信用基金協会の保証をご利用いただきます。
原則として保証人は不要です。

①資金使途に関する書類
　お見積書（写）、契約書（写）
②所得に関する書類
　お勤めの方・農業者の方／源泉徴収票、所得証明書ま
たは住民税決定通知書
　自営業者の方／納税証明書および確定申告書（写）
③ご本人であることを確認する書類／
　　運転免許証等、健康保険被保険者証、住民票（家族
　　全員記載のもの）

元利均等返済（毎月返済とボーナス返済の併用可）
最大1,000円（消費税別途）

年０．65％（一括前払い）

事務取扱手数料
ご返済方法

保　　証

保証料別途

ご用意
いただく書類

※ご利用に関しては、組合員加入のための出資が必要となります。 ※ローンのご利用は、ＪＡ所定の資格・要件を満たす方に限らせていただきます。
※店頭にてご返済額の試算を承っております。   ※ローンの詳しい内容については、店頭に説明書を用意しております。
※なお、審査の結果によっては、ご要望にそえない場合があります。

商品概要

JAマイカーローン
ホームページ

お気軽にお問い合わせ下さい

変動
金利%年1.25 保証料別途

年0.65％
変動
金利

JAカードご契約の方は

年0.1％軽減！
さ
ら
に

平成29年10月より新築工事をすすめてまいりました白沢支店を、
平成30年2月13日（火）プレオープンいたします。
皆様のご来店、職員一同心よりお待ちしております。

○所在地　本宮市糠沢字石神113-1　　○電　話　0243-44-3111

安達地区
白沢支店新築プレオープンのお知らせ

安達地区
白沢支店新築プレオープンのお知らせ

お得なポイントサービス！

ＪＡふくしま未来の各種事業※を利用するほど、ポイント獲得率がアップします！ 
ポイントはレギュラー会員の場合、直売所でのお買い物時に200円（税別）に
つき1ポイント貯まります。また、200ポイント貯まると200円分のお買い物券
を発行します！ ＪＡふくしま未来の各種事業（右記参照）をご利用するほど、「レギュ
ラー」⇒「シルバー」⇒「ゴールド」⇒「プラチナ」へとランクアップし、ポイント倍
率があがります。

レギュラー会員
200円(税別)⇒1ポイント

シルバー会員
200円(税別)⇒2ポイント

ゴールド会員
200円(税別)⇒3ポイント

プラチナ会員
200円(税別)⇒4ポイント

2倍！ 3倍！ 4倍！

※ランクアップできるＪＡふくしま未来の事業

出資金  共済契約  給振もしくは年金
定期貯金(50万円～)  JAカード決済
ローン（カードローンを除く）

ランクアップ ランクアップ ランクアップ

★★

…シルバー会員(★：2～3つ)★★ …ゴールド会員(★：4つ)★★★★ …プラチナ会員(★：5つ以上)★★★★★

★ ★ ★
★
★

★

★★★★ ★★★★★

例えば…出資金+貯金+共済+ローン+JAカードでプラチナ会員に！
※直売所のみご利用の方はレギュラー会員になります。

●3月の会員ランクについて
3月の会員ランクはみなさま全てレギュラー会員となります。
なお、2月20日まで早期入会申込みをされた方に限り、4月1日より会員ランクが
3月の取引内容に基づき更新されます。（2月21日以降に入会申込頂いた方の
ランク更新は、最短で5月1日からとなります）

●会員ランクの更新
JAとのお取引内容に
応じて毎月会員ラン
クを見直し、翌々月
の1日から末日まで
適用します。

レシートをチェック！

例）お取引 ステージランク適用

2月20日までの早期入会申込みがお得です！

3月 ４月 5月
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JAふくしま未来の概要

理事会報告

平成29年12月末現在

組合員数（正）� 46,582人
　　　　（准）� 48,604人
役員数　理事� 55人
　　　　監事� 8人
職　員　数� 1,410人
准職員数� 356人

出　資　金� 16,236百万円

事業実績

購買品供給高� 14,039百万円

販売品販売高� 24,832百万円

貯　金　高� 719,649百万円

貸  付  金  高� 159,373百万円

長期共済保有高� 2,694,155百万円

第11回理事会 日時 ▼ �平成29年12月26日（火）午後1時30分
場所 ▼ＪＡ福島ビル10階　1001会議室

■協議事項

議案第１号　�「つみたてＮＩＳＡ」取扱い開始にかかる規程等の変更に� �
ついて

議案第２号　平成29年度仮決算監事監査回答について…【回収資料】

議案第３号　不祥事件に対する告訴について

議案第４号　個人情報保護に関する規程等の一部改定について

そうま地区

　当ＪＡは2月が年度末。来月からは新年度
です！！今年度の広報紙はいかがでしたか？
普段は辛口な物ばっかり食べている私です
が、コメントは甘口も大好きです。広報担当
にとって一番つらいのが「無反応」。お化けよ
りも怖いです。広報誌を手にする方が「あ！」
「い～」「うっ」「えー！」「おぉ」と反応するよ
うな誌面作りが出来ていたのか。是非、ジャッ
ジをお願いします！！！そして、次年度の「み
らいろ」もよろしくお願い致します。� 優花

編集後記

JAふくしま未来
オリジナルキャラクター

桃之介

クロスワードパズルクロスワードパズル
タテのカギ ヨコのカギ

二重マスの文字をA~Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

答え

官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所 
④氏名  ⑤年齢  ⑥職業  ⑦電話番号  ⑧ＪＡや広報誌
に関するご意見、ご要望、地域の話題等を記入の上、
下記の宛て先までご応募ください。

〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東 1-1
ＪＡふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」係

応募方法

宛て先

締め切り

※記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

平成 30年 2月19日（月）必着

たくさんのご応募ありがとう
ございました。
正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせてい
ただきます。

先月号の答え

①お内裏さま、五人ばやしといえば
②胸びれを広げて滑空します
③──学生、修道──
④ラディッシュとも呼ばれます
⑥水を多めに入れて炊いた米
⑧ドライバーで締め付けます
⑩とっくりを持ってお──した
⑬円を描くときに使う文房具
⑮大、小、裸から連想される穀物は
⑰定規を使うときれいに引けます
⑲クルミやドングリが似合う小動物 

②在校生の送辞に対する卒業生の返事
⑤15日間ある大相撲なら8日目
⑦ケーキを焼く前にオーブンを──した
⑨大学──に向けて受験勉強しています
⑪日によって値段が変わるメニューには
こう書かれます
⑫宇野重吉と寺尾聰、渡辺謙と杏
⑭国民の三大──は教育・勤労・納税です
⑯食材をいぶして作ります
⑱石原裕次郎のヒット曲『──よ今夜も
有難う』
⑳豚カツの衣の一番外側
㉑永世中立国として有名。首都はベルン

フ キ ノ ト ウ

直売所イベント●こらんしょ市 二本松店 直売所イベント●みらい百彩館んめ～べ
2月15日（木）・16日（金）「こらんしょ市の日」
あだたら宝味噌のあったか～いお味噌汁振る舞いサービス！
2月26日（月）～28日（水）「月末の市」
お米10㎏までの購入で10％増量サービス！

2月10日（土）・11日（日）「JAありだ産かんきつ類詰め放題」開催！
2月17日（土）・18日（日）「JA常陸産干し芋・焼き芋まつり」開催！
2月24日（土）・25日（日）「決算セール」開催！
※2，000円以上お買い上げで、たまごつかみ取り！

福島地区

花卉新規栽培者募集説明会
2月21日（水）�午前10時～　北信支店2階小会議室�

午後  2時~　吾妻営農センター2階会議室
2月22日（木）�午前10時~　福島南支店2階小会議室�

午後  2時~　松川営農センター2階会議室
2月23日（金）�午前10時~　川俣飯野営農センター資材店舗2階会議室�

午後  2時~　山木屋支店大会議室
※最寄りの会場へお越し下さい。【連絡先：福島地区指導販売課】TEL 024-554-5583

特別価格で
ご用意！

福島地区

野菜栽培指導会のお知らせ
①春野菜（サヤ類・アスパラガス等）の栽培のポイント
②来年度の作付計画について

★今月の内容★

2月22日（木）�午前10時30分～	 福島南支店会議室�
午後  2時～	 庭塚地区活性化センター会議室

2月23日（金）�午前10時30分～	 北信支店会議室�
午後  2時～	 川俣飯野営農経済センター会議室�
午後  2時～	 立子山地区活性化センター会議室

最寄りの会場へお越し下さい。【連絡先：直販課福島地区センター】TEL 024-553-3657

安達地区 伊達地区
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